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12市町村
東京電力福島第一原子力発電所
の事故に伴う避難指示の対象と
なった

田村市、南相馬市、
川俣町、広野町、
楢葉町、富岡町、
川内村、大熊町、
双葉町、浪江町、
葛尾村、飯舘村を
指します。

この冊子は、裏表両面から読むことができる12市町村
の移住情報パンフレットです。こちらの面からは各市
町村の情報を紹介します。気候や自然環境、歴史、文
化などの地域特性はもちろん、復興状況や未来へのビ
ジョンも自治体によってさまざま。就職や起業、住ま
いなど移住者向けの支援制度も用意されています。そ
れぞれに魅力的な12市町村の中から、あなたのライフ
スタイルにぴったりのまちを探してみてください。

※この情報は2024年１月現在のものです。
※支援についてはそれぞれ要件がございます。詳しくは各市町村ページの
お問い合わせよりご覧ください。
※12市町村の人口数に関しては、各自治体から提供される住民基本台帳人
口データ（2024年１月１日現在）を掲出させて頂きます。
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福島のお米や加工食品、発酵食
品をここから全国、海外に広げ
ていきたいですね。
山から昇ってくる朝日がきれいです
し、休暇で海外にいるときに近いとい
うと少し大袈裟ですが（笑）、そんな気
分が味わえます。（田村市）

この町が好きなのでみんなが楽
しく過ごせる場所にしたい。
面倒見の良い方が多いですね。車がな
かったころは買い物に連れて行ってく
れたり、アパートに虫が出たときに助
けてくれたりしました（笑）。（大熊町）

写真館やイベントを通して富岡
町を“コスプレの聖地”に。
田舎ならではの人間関係や時間の流れ
が好きで、僕には東京よりも富岡町の
ほうがあっているなと感じています。
（富岡町）

村全体をさらに活気づけ会社を
盛り上げたいですね。
移住したことで、通勤時間が大幅に短
縮でき、自分の時間がたっぷり持て
て、家内と話すことも増えました。
（川内村）

「来てくれてありがとう」という
町民の方の言葉にやりがいを。
自分の仕事にやりがいを感じ、双葉町が
復興していくところを見たいと思うよう
になりました。（双葉町）

町民も移住者も一緒に楽しく
活動しています。
人と人の触れ合いが濃くて密なとこ
ろが好きで、町民も移住者も関係な
くワイワイやるのが楽しいです。
（浪江町）

小さなチャレンジができる余
白がたくさんあります。
アイデアを出せばみんなが協力して
くれるのでおもしろいことができま
すよ。（葛尾村）花卉栽培はほぼ独学。ビジネス

チャンスは都会よりも多い。
移住して感じたのは、人間関係が近いこ
と。同業の方にわからないことを聞けば
教えてくれますし、心配して見に来てく
れたり、すごく助けられていますね。
（飯舘村）

開業20周年を目指して地元で長く愛さ
れるお店になりたいですね。
すごく協力的な方が多く、常連さんがお野菜をお
裾分けしてくれたり、人と人のつながりに感謝し
かありません。（南相馬市）

タレントさんと一緒に子どもの可能
性を広げる場所をつくりたい。
「人ってこんなに温かいんだ」と知ることが
でき、楢葉町に来て本当に良かったなと思い
ます。（楢葉町）

米づくりはかっこいい！この町でずっと
農業を続け、家を持つことが夢です。
小さな町なので、みんな仲間のようで温かい感じ
がします。夜は星がすごくきれいに見えるのも気
に入っています。（広野町）

ほどほどに便利な“ほどよい田舎
感”が川俣町の魅力です。
山木屋地区は開けた場所にあるので開放感
にあふれ、のびのびできます。道路や店も
混んでいないのでストレスもありません。
（川俣町）

③②



田村市 南相馬市
【人口】32,934人（2024年１月１日現在）  【面積】458.3㎢

カブトン のまたん

平成17年に5町村が合併して誕生した田村
市は、福島県の中核都市である郡山市まで
約30㎞の位置にあり、福島県中通り地方の
阿武隈高地に位置し、高原特有の丘陵起伏
が特徴です。そのため、各地に阿武隈高地
を一望する絶好の景観ポイントも多く、高
原景観の素晴らしさが実感できます。ま
た、当市が誇る観光地「あぶくま洞」は、

鍾乳石の種類と数の多さでは東洋一ともい
われ、悠久の歳月をかけてつくられた地底
空間は必見です。気候は、年間の気温較差
が大きく、降雨・降雪量は少ない特徴を持
ち、寒候期においても、連続した降雪期間
は短くなっています。

おすすめポイント

震災において、30㎞圏内となった都路町の
帰還率は約9割に回復し、企業誘致、市産
ホップにより醸造されたクラフトビール工
場がオープンするなど、未来にむけて着実
に前に歩んでいます。その一方で、基幹産
業であった農林・畜産業は未だに続く風評
被害の影響で厳しい状況にあります。当市
はこれらの困難を克服し、持続可能な地域

であり続けるために、移住・定住する人が
多様なライフスタイルを実現でき、将来に
わたって安心して暮らし続けられる「選ば
れる里地・里山」となるため、新しいこと
にチャレンジしていきます。

田舎すぎず、都会すぎない豊かな暮らし
●自然を生かした農林業を基幹産業にしながら、ドロー
ン等これからを担う新たな産業も活発
●郡山市から車で約30分とアクセスも良く、都市圏に比
べ、家賃も比較的低め
●子育て世帯に関わる支援制度が充実
●渋谷スクランブルスクエア（東京都渋谷区）内「田村
市・東京リクルートセンター」で移住相談受付中
（03-5447-7748）

❶市外から転入する方を対象に、空き家バンク登録物件のリ
フォーム費用を補助します。
❷市外から転入する子育て世帯（15歳以下の子を持つ世帯）が転
入から3年以内に住宅を新築した際、100万円を補助します。
❸県外から市内にUターンする際の引越業者に支払う費用の2分
の1（上限10万円）を補助します。
❹県外から転入され、就業もしくは起業する方々を対象に、賃貸住宅
の家賃の一部費用を最大月４万円支援します。

など

【お問い合わせ】
田村市・東京リクルートセンター
☎03-5447-7748
contact@tamura-ijyu.jp
田村サポートセンター
☎050-5526-4583
contact@tamura-ijyu.jp

【人口】56,311人（2024年１月１日現在）  【面積】398.5㎢

【お問い合わせ】
みなみそうま移住相談窓口
「よりみち」
☎0244-26-8518
info@minamisoma-yorimichi.jp

●郵便局・日本郵便·························14軒
●警察署・交番 ·································· 9軒
●スーパー・コンビニ·····················27軒
●医療施設········································32軒
●小学校·············································· 7校
●中学校·············································· 6校
●幼稚園・保育園等··························15園

●農林業　●畜産　●製造業

農林業が基幹産業となっており、指定産
地作物であるピーマン・トマト・なすを
はじめ、さつまいも・そばの生産を推進
しています。

●郵便局・日本郵便·························14軒
●警察署・交番 ·································· 7軒
●スーパー・コンビニ·····················50軒
●医療施設········································60軒
●小学校············································11校
●中学校·············································· 6校
●幼稚園・保育園等··························20園

公 共施設・商業施設

●金属・機械関連製造業　
●ロボット産業　●農業

金属・機械関連製造業では優れた技術を
有する事業者が多く、近年では福島ロ
ボットテストフィールドを核とするロ
ボット関連事業者の集積が見られます。

主 な産業

福島県浜通り北部に位置し、温暖で降雪も
少ない過ごしやすい地域です。温暖な南相
馬市は、安定したコメ作りに適しているた
め、稲作が盛んです。他にも、多品目の野
菜が作られており、ブロッコリーは県内有
数の生産量を誇ります。
また、国指定重要無形民俗文化財であり、
一千有余年の歴史をもつ伝統文化「相馬野

馬追」が根づいている一方、様々な新しい
ことが始まっている面白い地域でもありま
す。
未来への期待がふくらむロボット産業の集
積や、地域課題の解決により地域に根ざし
たなりわいづくりを目指す若手起業家の動
きが特徴的です。

南相馬市内においては、東日本大震災およ
び福島第一原子力発電所事故の影響で人口
が流出し、一部の区域ではなかなか帰還が
進まない現状があります。しかしながら、
ゼロからのまちづくりへの挑戦や、地域課
題の解決による事業化を目指して、南相馬
市に移住する若手起業家が増えています。
震災前には見られなかった事業も誕生し、

地域力があがっていることが体感できます。
また、市では「こどもたちの笑顔がかがや
くまち」の実現を目指し、子育て支援にも
力を入れています。
医療費・保育料・給食費の完全無料化をは
じめとする切れ目ない支援を行っていま
す。子ども向け遊び場も屋内外共に充実し
ています。

地 域の特性

震 災前～未来に向けて

東京から東北自動車道で約3時間20分
東京駅から東北新幹線で郡山駅まで約１時間20分
郡山駅から磐越東線で船引駅まで約30分

東京から常磐自動車道で4時間
東京から常磐線特急ひたちで3時間30分

あぶくまの天然水・ハム工房都路商品（ハム・ウインナー・ベーコン）・みやこじス
イーツゆい商品（プリン・山ぶどうチーズケーキ・おからショコラ）・ワイン（たきね
北醇）・エゴマ製品（油・パウダー・キャラメル・ショコラ・豚みそ）・鬼みそ・イワ
ナ・ピーマン・トマト・さつまいも・クラフトビール・福うなぎ・黒米甘酒・地酒

特 産品

公 共施設・商業施設

主 な産業

地 域の特性

震 災前～未来に向けて

特 産品
米（天のつぶ、コシヒカリ）・ブロッコリー・和梨・いちご・漬け物・相馬野馬追
グッズ

移住者情報はP❹へ→ 移住者情報はP❺へ→

田 村市の支援制度 おすすめポイント

子育て支援充実！！
様々な仕事があるチャレンジしやすいまち
●市内で新たに就職し、定住される方への支援が充実
●移住検討者の方が、市内で就職活動や移住相談等をさ
れる時に最大10泊まで無料で利用できるお試しハウス
もあるので、南相馬市での生活を体験したい方におす
すめ！

❶南相馬市独自の求人サイト掲載事業所に就職活動を行った際の
交通費の助成や、就職した際の転居費用の助成制度がありま
す。（最大70万円）
❷移住定住世帯（夫婦のいずれかが43歳未満）や多子世帯の住宅
取得に市から最大200万円の奨励金が交付されます。
❸誕生祝い品の支給から、0～2歳児の保育料無料、医療費無料化
など切れ目ない子育て支援が魅力的です。

など

南 相馬市の支援制度

あぶくまの
人・郷・夢を育むまち
はつらつ高原都市　田村市

たむらし

みなみそうまから
はじめよう

みなみそうまし

ふくしま��暮らし 12市町村情報
いちに！
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▲星の村天文台 ▲小高区子どもの遊び場「NIKOパーク」



▲秋山の駒ザクラ ▲二ツ沼総合公園

おすすめポイント

公 共施設・商業施設

主 な産業

地 域の特性

震 災前～未来に向けて

特 産品

おすすめポイント

川俣町は、福島県の北東部、県都福島市か
ら約20㎞の阿武隈高地に位置しています。
古くから江戸城御用の川俣絹を生産し、明
治から大正、昭和にかけて当時の輸出花形
商品である、軽くてしなやかな「川俣羽二
重」を織り出すなど、絹織物で発展してき
ました。
絹織物で培われたモノづくりの精神は、現

在では電子や自動車関係など、幅広い業種
に受け継がれています。
また、富士山が見える北限の花塚山や全国
的にも珍しい屋外スケートリンク、絹織物
との関係が深い猫稲荷神社など、見どころ
もたくさんあります。

東日本大震災とそれに起因する原子力災害
は、本町にも大きな爪痕を残しました。
計画的避難区域に指定された山木屋地区
は、帰還率も5割弱と伸び悩み、コミュニ
ティの維持が大きな課題となっています。
一方で、震災前から盛んだったトルコギ
キョウ栽培の再開や震災後近畿大学の支援
を受けて始まったポリエステル媒地を活用

したアンスリウム栽培などの、明るい兆し
も見えています。
今後は、山木屋地区そして町全体がマイナ
スからゼロ、そして、プラスに向け、既存
の力と新しい力を融合させ、取り組んでい
きます。

【お問い合わせ】
川俣町移住・定住相談支援センター
☎070-4851-6912
iju@kawamata-gurashi.jp

【お問い合わせ】
広野暮らし相談窓口「りんくひろの」
（広野町復興企画課内）
☎0240-27-1251
linkhirono@town.hirono.fukushima.jp

●郵便局・日本郵便··························· 2軒
●警察署・交番 ·································· 2軒
●スーパー・コンビニ······················· 9軒
●医療施設········································14軒
●小学校·············································· 2校
●中学校·············································· 2校
●幼稚園・保育園等···························· 2園

●繊維産業　
●電気・電子・機械・金属加工関連産業
●農業

水稲やチェリートマト、キュウリなどに
加え、花き栽培など特色ある農業が行わ
れています。また、震災後に進出した企
業などの幅広い分野で多くの人が活躍し
ています。

●郵便局・日本郵便··························· 1軒
●警察署・交番 ·································· 1軒
●スーパー・コンビニ······················· 6軒
●医療施設·········································· 3軒
●小学校·············································· 1校
●中学校·············································· 2校
●認定こども園等 ······························· 1園

●農業　●製造業　●電気業

自然豊かな環境で様々な農業が営まれて
います。また、発電所や工業団地に立地
する幅広い分野の企業で多くの方が活躍
しています。

福島県の東部、12市町村の南端に位置し、
東は太平洋、西は阿武隈高地に接していま
す。海洋性の気候から、地植えでみかんの
栽培もできる温暖な地域であり、五社山の
麓に広がる浅見川渓谷や折木鉱泉などの美
しい自然環境、広大な芝生エリアや大型遊
具のある二ツ沼総合公園、Jリーグの試合な
どが開催されるJヴィレッジスタジアムなど

のスポーツ施設があります。
広野町は「額賀誠志」作詞の童謡『とんぼ
のめがね』や、広野町の情景を読んだもの
と昔から語り継がれる唱歌『汽車』などが
生まれた童謡のまちとして知られており、
毎年秋には「ひろの童謡まつり」を開催し
ています。

広野町は、新たな時代の安心・安全な防災
に強い“共生のまちづくり”を着実に進めてい
ます。震災と原子力発電所の事故により、
全町民の避難、役場機能の移転を余儀なく
されましたが、現在では復興が進んだこと
により９割を超える方が帰還し、JR常磐線
広野駅東側の整備、中高一貫校である「福
島県立ふたば未来学園」の開校、地域防災

拠点や商業拠点の整備、二ツ沼総合公園や
Jヴィレッジも再開しました。これまで培っ
てきた大切な歴史に想いを馳せ、「継往開
来」の念を胸に刻み、新たな10年に向けて
前向きかつ着実に取り組んでいきます。

川俣シルク・川俣シャモ・かわまたの花（トルコギキョウ、アンスリウム）　 広野町産 特別栽培米「ひろの米（コシヒカリ）」・広野町産みかん「みかん果汁100％
ジュース」・広野町産バナナ「朝陽に輝く水平線がとても綺麗なみかんの丘のある町の
バナナ『綺麗』」

移住者情報はP❻へ→ 移住者情報はP❼へ→

豊かな自然と街の便利さを併せ持った
ちょうどいい田舎暮らし
●国内でも秀でた絹織物産地。川俣シルクや川俣シャモ
などの町特産品を活用した起業支援が充実
●築年数を重ねた賃貸物件が多いため、家賃が安いのが
特徴
●空き家の改修に対する支援制度も整備するなど、住宅
取得に関する支援策も充実

❶県外から転入して 1 年以内に住宅（新築・中古住宅）を取得し
定住する場合、取得費用について奨励金を交付します。
❷特定の農産物の生産を行う方を支援するため、移住してトルコ
ギキョウ・川俣シャモの生産を行う方へ支援金を交付してい
ます。
❸新たに町内の賃貸住宅へ移住または二地域居住する方へ、支援
金を交付します。（上限30万円）

など

川 俣町の支援制度

全ての世代が安心して
住み続けることができるまち
●こども園から高等学校まで教育機関がコンパクトに集
う「教育の丘」は、子育て環境が充実
●JR常磐線の特急が１日３便停車、高速道路のインター
チェンジもあり、交通アクセスが良好
●子どもから大人までスポーツを楽しむことができる施
設が整えられ、教室やサークル活動が盛ん

❶町立のこども園、小・中学校で提供する地元産品を多く使用し
た給食は、3歳から中学卒業まで無償化しています。
❷出産や小・中学校の入学のタイミングで祝い金を支給します。
❸JR広野駅の東側エリアに造成した住宅用地を取得される費用を
補助します。
❹エネルギー設備（太陽光、蓄電池など）を住宅に設置する費用
を補助します。

など

広 野町の支援制度

ふくしま��暮らし 12市町村情報
いちに！

川俣町 広野町
【人口】11,139人（2024年１月１日現在）  【面積】127.7㎢

小手姫様 ひろぼー

【人口】4,608人（2024年１月１日現在）  【面積】58.69㎢

東京から東北自動車道で約3時間30分
東京から東北新幹線経由で約2時間

東京から常磐自動車道で約2時間30分
東京から常磐線で約2時間40分

みんなでつくる　
元気いっぱい
笑顔いっぱいのまち　
かわまた

かわまたまち

東北に
春を告げるまち

ひろのまち

公 共施設・商業施設

主 な産業

地 域の特性

震 災前～未来に向けて

特 産品

⑦⑥



おすすめポイント おすすめポイント

楢葉町 富岡町
【人口】6,480人（2024年１月１日現在）  【面積】103.64㎢

とみっぴー
ゆず太郎

福島県浜通り地方の中程、北は富岡町、西
は川内村、南は広野町・いわき市と接して
います。年間を通じて太平洋特有の気候
で、積雪は年に数回と比較的温暖な気候で
す。
海・山・川の豊かな自然と、そこで遊ぶ人
たちの笑顔であふれるまちです。

東京まで約3時間、仙台まで約1時間50分
と、比較的に都市圏までのアクセスも良い
地域です。

東日本大震災の発災以降、全国の皆様から
ご支援をいただきながら、インフラ整備や
生活環境の整備、企業誘致、コミュニティ
形成など、様々な取組を行ってきました。
現在は、天神岬でキャンプを楽しむ方、町
で働く方、元気なこどもたちの姿も増え、
一定の成果を感じています。
今後は、様々な働き方、居住形態、ライフ

スタイルが選べるまちを目指し、しごと・
すまい・余暇を充実する取組を総合的に
行っていきます。

【お問い合わせ】
ならはスタートアップ・プレイス
CODOU/コドウ
☎0240-23-6271
info-codou@narahamirai.com

【人口】12,043人（2024年１月１日現在）  【面積】68.39㎢

【お問い合わせ】
とみおかくらし情報館
☎0240-23-6983
tomiokaplus@gmail.com

●郵便局・日本郵便··························· 1軒
●警察署・交番 ·································· 1軒
●スーパー・コンビニ······················· 4軒
●医療施設·········································· 4軒
●小学校·············································· 1校
●中学校·············································· 1校
●幼稚園・保育園等···························· 1園

●農業　●製造業

農業（米、さつまいも）が主だが、農工
一体の町づくりを進めており、建設業や
製造業が着実に伸びている。今後は、魅
力ある特産品の創出と観光資源の有効活
用を図る。

●郵便局・日本郵便··························· 1軒
●警察署・交番 ·································· 1軒
●スーパー・コンビニ······················· 5軒
●医療施設·········································· 6軒
●小学校·············································· 1校
●中学校·············································· 1校
●幼稚園・保育園等···························· 1園

●農業

震災後一時衰退したものの、水稲や地域
推奨作物のたまねぎなど、多種多様な作
物の栽培が行われており、「とみおかの
農業」は今まさに新たなスタートを切っ
たばかりです。

福島県浜通り地方のほぼ中央に位置する富
岡町は、東に太平洋、西に阿武隈の山並み
を望み、町の中央を富岡川が流れていま
す。
桜のトンネルが訪れる人を魅了する夜の森
の桜をはじめ、滝川渓谷、大倉山、麓山な
どの山々、断崖絶壁の海岸線、離れ島が散

在する浜辺など、豊かな自然が生み出す景
勝地にも恵まれ、積雪は少なく四季を通じ
て暮らしやすい温暖な土地です。

富岡町は、国・県の行政機関をはじめ商
業、医療、金融等くらしに必要な機能が充
実した、魅力と利便性を兼ね備えた県内で
も数少ない人口増加自治体の一つでした。
東日本大震災及び原子力災害により全町避
難を経験した現在は、ゼロからのまちづく
りに取り組んでいます。ゼロからはじめる
まちづくりは、険しい道である一方で、新

たなチャレンジができる道でもあります。
富岡町は、多くの方々に“暮らしたい場所“、
そして”チャレンジする場所“として選んでも
らえるように、みなさんの「とみおかくら
し」を様々な形で応援します。

東京から常磐自動車道で2時間50分
東京から常磐線で約3時間

東京から常磐自動車道で約3時間
東京から常磐線特急等で約3時間

地域ブランド米「楢葉う米」・日本酒「楢葉の風」・マミーすいとん・ゆず（ゆず加工
品）・サツマイモ

たまねぎ・パッションフルーツ・浜鶏ラーメン・浜鶏チキンカレー・さくらスイーツ
（ドーナツ、パウンドケーキ）・日本酒「天の希（てんのき）」・日本酒「富岡魂」、ス
パークリングSAKE「萌の躑躅（きざしのつつじ）」・薔薇・YONOMORI BAUM

移住者情報はP❽へ→ 移住者情報はP❾へ→

よ もり

多様な働き方と充実した
生活環境・教育環境をかなえるまち
●廃炉産業や新エネルギー産業に関連する事業者などが
立地しており、子育てママに嬉しいパートの求人も
多数

●生活施設、レジャー施設などを満遍なく有しており、
築５年以内の新しく綺麗な物件が多い
●子育て世帯の移住支援として、楢葉町子育て世帯等住
宅取得奨励金などを用意

❶町内に住宅を取得した若年夫婦や子育て世帯に、100万円の奨
励金を交付しています。
❷中学生向けキャリア教育（模擬会社設立、企画・商品開発・販
売を体験する仕組みです）や個人メンター制度（大手企業の社
員が相談対応・助言などを行う仕組みです）の実施。
❸子育て世帯への支援の一環として、高等学校等に通学する生徒
の通学費の助成を行っています。

など

楢 葉町の支援制度

ゼロからのまちづくりに取り組む、
花と緑あふれるまち
●「チャレンジできる場所」となれるよう、起業や営農
を目指す方に対する手厚い支援を整備
●新たな商業施設がオープンし、買い物環境が向上
●児童生徒の就学に要する費用の無償化など、暮らしに
関わる幅広い支援制度も充実

❶富岡町内への移住・定住を希望する方に対し、町で借上げた住
宅を貸出しています。
❷町内で創業する方又は町外から町内へ事業展開される事業者に
対して、その事業に要する経費の一部を補助しています。
❸町内の子育て世帯の定着を促進し、定住する子育て世帯に対す
る生活等を支援するために奨励金を交付しています。

など

富 岡町の支援制度

笑顔とチャレンジが
あふれるまち　
ならは

ならはまち

未来へと　つながれ
ひろがれ　富岡町

とみおかまち

⑨⑧

▲木戸ダム ▲夜の森の桜並木

公 共施設・商業施設

主 な産業

地 域の特性

震 災前～未来に向けて

特 産品

ふくしま��暮らし 12市町村情報
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公 共施設・商業施設

主 な産業

地 域の特性

震 災前～未来に向けて

特 産品



おすすめポイント おすすめポイント

川内村 大熊町
【人口】2,285人（2024年１月１日現在）  【面積】197.35㎢

モリタロウ まあちゃん 

福島県の浜通り地方、南北に連なる雄大な
阿武隈高地の中部に位置し、面積の大部分
を占める山林の稜線が美しい緑豊かな自然
と清流の村です。
気候は北関東地方とほとんど変わりなく、
年間を通じて比較的温暖な東日本型です。
基幹産業は、農業で稲作を中心とした野菜
や花卉、ハウスぶどう等の複合経営型農業

です。近年は完全密閉型の野菜工場や施設
イチゴ、ワインぶどうの栽培なども始まっ
ています。
メガソーラー発電など再生可能エネルギー
の誘致による休耕地の解消を図り、併せて
自主財源の確保を進めてきました。

「つながり、思いやり、支えあう。」を
キャッチフレーズに掲げ、人と人とのつな
がりを大切に支え合う、安全で安心して暮
らせる、そして村民一人ひとりが希望を持
ちながら、皆で思いやれる、子どもから高
齢者まで誰ひとり取り残さない村づくりを
目指します。
村は今後、子どもたち、女性、若い世代が

特に住みたいと思えるような環境づくり
（教育・子育て支援）を進め、住民すべて
が生きがいや誇り（川内プライド）を持っ
て生活できるような支援をしていきます。

【お問い合わせ】
川内村移住・定住支援センター
（一般社団法人 かわうちラボ）
☎0240-23-7040
kawauchi.iju@k-labo.or.jp

【人口】9,963人（2023年１1月30日現在）  【面積】78.71㎢

【お問い合わせ】
大熊町移住定住支援センター
（一般社団法人おおくままちづくり公社）
☎0240-23-7103
ijuteiju@okuma-machizukuri.or.jp

●郵便局・日本郵便··························· 2軒
●警察署・交番 ·································· 1軒
●スーパー・コンビニ······················· 1軒
●医療施設·········································· 1軒
●義務教育学校 ·································· 1校
●認定保育園等 ··································· 1園

●農林畜産業

稲作を中心とした、高原野菜等畑作物や
ぶどう、いちご、レタス等施設栽培も営
まれている。また、工業団地も造成さ
れ、重機部品製造工場が操業し、その他
村内には金型製造や木材加工業などの工
場が操業している。

●郵便局・日本郵便··························· 1軒
●警察署・交番 ·································· 1軒
●スーパー・コンビニ······················· 1軒
●医療施設·········································· 1軒
●認定こども園・義務教育学校 ······· 1校

●植物工場　●廃炉関連産業　
●地域新電力

最先端の技術を用いた植物工場、廃炉関
連産業などがあります。また、工業団地
やインキュベーションセンターを整備し
ており、企業誘致を進めています。働き
手確保が課題です。

福島県の海側（浜通り）の中央に位置して
おり、夏は涼しく、冬は比較的温暖でほぼ
積雪がなく、住みやすい気候です。また、
南50kmにいわき市、西70kmに郡山市、北
100kmに仙台市があり、高速道路等のアク
セスが良好です。
大熊町はかつて全町避難を経験しました
が、令和元年に町の一部で避難指示が解除

され、帰還した町民や移住された方約
1,000人が生活しています。町内には商業
施設や宿泊温浴施設などが開所し生活環境
が整い始めています。また、車で15分ほど
の隣町にはスーパーや医療機関があり、無
料バスも運行しています。
働き手の確保が課題です。

震災前は、人口増加傾向にあり約11,000人
が暮らす「生活しやすい町」でした。
令和9年の目標人口は4,000人です。「町外
からも人が来たくなる環境づくり」を復興
の理念の１つとして、次世代へつなぐ新た
な大熊の未来を創っていくため、町外から
の移住者や企業で働く方などの「知恵や
力」を活用し、「ゼロからのまちづくり」を

進めていきます。
また、原発事故により全町避難を経験した
町だからこそ、「ゼロカーボンタウンの先進
地」として、子ども・孫たちが誇りをもっ
て語れる「人と地球にやさしいまちづく
り」を進めます。
そして、町へ移住しやすいように手厚い支
援制度を構築していきます。

東京から常磐自動車道　
常磐富岡IC経由で約3時間40分
東京からJR常磐線富岡駅経由で3時間30分

東京から常磐自動車道で約3時間
東京から常磐線で約3時間

米・川内高原ソバ・しいたけ・ハウスぶどう・たらの芽・いちご・水耕栽培レタス・エ
ゴマの加工品・いわなの加工品・凍みもち・凍み大根

いちご（植物工場で栽培されたいちご）
日本酒「帰忘郷」（大熊町産の酒米でつくった日本酒）

移住者情報はP10へ→ 移住者情報はP11へ→

雄大な阿武隈高地の自然に囲まれた、
のびのび田舎暮らし
●澄んだ空気ときれいな水に恵まれ、寒暖差のある気候
に育まれた美味しさ溢れる農作物が自慢
●人と人とのつながりを大事にする、温かく穏やかな雰
囲気が魅力的
●豊かな自然の中で、のびのびとした子育てが出来る

❶移住促進のため、移住奨励金や移住者の方の家賃補助を行って
います。
❷定住促進のため、新築又は中古住宅取得補助を行っています。
❸その他、スクールバス送迎や学校給食費の無料化等子育て環境
が充実しています。

など

川 内村の支援制度

新たに生まれ変わった、
住みよいまちづくりが少しづつ進行中！
●JR大野駅周辺に産業交流施設や商業施設などの整備を
進めており、近くに公営住宅を整備しています
●新たな雇用を創出するため、JR大野駅近くに、職住近
接型の産業拠点を整備しました
●県内初の「ゼロカーボン条例」を制定しており、ゼロ
カーボンを推進する住宅の新築や改修、EV車購入へ
の補助を2022年度から開始

❶町外からの移住者の住宅取得に最大500万円を助成しています。
❷ゼロカーボンの理念に則した住宅取得に500万円を助成してい
ます。
❸転入し、自身の住居として民間賃貸住をご契約される方に、家
賃の半分（最大月4万円）を36ヵ月補助
❹転入後、1年以上継続して居住している方に、県外からの移転
で最大20万、県内からの移転で最大15万を助成
❺家庭用太陽光発電設備の設置費、EVカーの購入費に助成を検討
しています。
❻先進的な幼保小中一貫の認定こども園・義務教育学校があります。

など

大 熊町の支援制度

おいでよ！
かわうちへ

かわうちむら

思いが夢になる。
希望が町になる。

おおくままち

⑪⑩

▲かわうち草野心平記念館「天山文庫」 ▲坂下ダム

公 共施設・商業施設

主 な産業

地 域の特性

震 災前～未来に向けて

特 産品

ふくしま��暮らし 12市町村情報
いちに！

公 共施設・商業施設

主 な産業

地 域の特性

震 災前～未来に向けて

特 産品



おすすめポイント おすすめポイント

浪江町双葉町

うけどん

【人口】15,170人（2023年12月31日現在）  【面積】223.14㎢

【お問い合わせ】
一般社団法人まちづくりなみえ
☎0240-23-7530
info@mdnamie.jp

●郵便局・日本郵便··························· 1軒
●警察署・交番 ·································· 3軒
●スーパー・コンビニ······················· 5軒
●医療施設·········································· 3軒
●小学校·············································· 1校
●中学校·············································· 1校
●認定こども園等 ······························· 1園

公 共施設・商業施設

●農業　●漁業　●テクノロジー

浪江町で栽培されたトルコギキョウや請
戸漁港で獲れる海産物は高い評価を受け
ています。また最新鋭テクノロジーに関
わる取組が進んでいます。

主 な産業

福島県浜通りの中央に位置する浪江町。山
も、川も、海もある自然豊かなまちで、冬
はほとんど積雪がなく夏は涼しく過ごしや
すい、人情味あふれる人々が暮らすまちで
す。東京2020オリンピックパラリンピック
のビクトリーブーケに採用された浪江町の
「トルコギキョウ」。請戸漁港で獲れる新鮮

な海産物「請戸もの」。脱炭素に向けた世界
最大級の水素研究施設「福島水素エネル
ギー研究フィールド」。今、浪江町はたくさ
んのワクワクで溢れています。

大漁旗をはためかせ、大海原を進む漁船。
日本一の花のまちを目指す農家の人々。水
素の地産地消を実現する最先端のテクノロ
ジー。色とりどりのルーツ、色とりどりの
夢が渾然一体となった浪江町は、日々新し
い挑戦が生まれる場所。新しい出会いを歓
迎し、挑戦者をこころよく受け入れる町と
して発展してきました。守り受け継いでき

たものと、最先端のものが並んで走る、ダ
イナミズム。さまざまな挑戦で彩られたこ
のまちで、自分らしい生き方をはじめてみ
ませんか？

地 域の特性

震 災前～未来に向けて

東京から常磐自動車道で約3時間30分
東京から常磐線で約3時間

特 産品
なみえ焼そば・大堀相馬焼・磐城壽（日本酒）・トルコギキョウ・しらす・えごま・浜
の輝（タマネギ）・かぼちゃ饅頭・サムライガーリック（にんにく）

移住者情報はP13へ→

【人口】5,436人（2024年１月１日現在）  【面積】51.42㎢

双葉ダルマさん

双葉町は東に太平洋、西に阿武隈山系をの
ぞむ、海と山に抱かれた町です。海風のお
かげで夏は涼しく、冬でもほとんど雪の降
らない温暖な気候です。
2011年に発生した東日本大震災と原発事故
によって町内全域が避難区域となり、人が
住めない状況が続いていましたが、2022年
8月に避難指示が解除され、復興への歩みを

力強く進めています。震災発生から福島県
が歩んできた道のりを学ぶことのできる
「東日本大震災・原子力災害伝承館」が設
けられ、毎年多くの人が訪れています。
隣接する双葉町産業交流センターは貸事務
所や会議室のほか、飲食店や特産品を扱う
セレクトショップなどの商業施設を備えて
います。

世界に例を見ない複合災害に直面し多くの課
題や困難を抱えてる反面、ほぼゼロからのま
ちづくりが進められているため、たくさんの
可能性を秘めた場所でもあります。
双葉町が持つ利便性・将来性は多くの才能あ
る方々や企業に着目されており、コラボ商品
の開発・販売や、アートで町を盛り上げる取
り組みなど、復興という枠組みを超えて新た
なチャレンジの輪が広がっています。

沿岸部に整備された産業団地には積極的な企
業が立地し、働く場が創出されています。ま
た、和モダンの心地よい公営住宅が2022年
に完成し、新たに移住される方もご入居いた
だけます。
充実した生活環境が整いつつある双葉町で、
共にまちづくりにチャレンジしたいと思う
方、新しいことに挑戦したい方をぜひお待ち
しています。

【お問い合わせ】
一般社団法人ふたばプロジェクト
☎0240-23-7637
info@futaba-pj.or.jp

●郵便局・日本郵便··························１軒
●警察署・交番 ·································１軒
●スーパー・コンビニ······················１軒
●医療施設·········································１軒

●建設業、製造業

震災からの復旧・復興産業を中心に製造
業やサービス業も多数進出し、日々働く
場所が増えています。

東京から常磐自動車道で約3時間半
常磐線：東京~双葉　約3時間

双葉ダルマ・ダキシメテフタバ（双葉町と浅野撚糸が共同開発したフワフワで吸水力バ
ツグンのタオル）

移住者情報はP12へ→

新たな未来を自らの手で作る、
なりわい暮らしのまち
●JR双葉駅の西側地区で、“なりわい暮らし“をキーコン
セプトとした公営住宅および分譲地を整備。この場所
を中心とした新たなまちづくりが始まっている

❶移住者や帰還者の方向けの公営住宅を整備中です。
❷新しい産業団地では各分野の企業が多数操業中。あなたにぴっ
たりの仕事が見つかります。

双 葉町の現状

地球に優しい最先端テクノロジーを
目指すチャレンジシティ
●「ロボットテストフィールド浪江滑走路」や世界最大
級の水素製造拠点などの設置などで再生可能エネル
ギーの地産地消を目指している
●浪江駅付近に築浅の物件が多く、近隣市町村への通勤
も便利。東京や仙台からのアクセスも良好
●住みたい田舎ベストランキング総合部門第1位に選ば
れました　※「田舎暮らしの本」（宝島社）人口1万人のまち　2024年

❶移住検討者は、月2万円で宿泊施設「いこいの村なみえ」がご
利用できます。
❷新規転入に伴う住宅取得費（建築または購入）の一部を補助し
ています。
❸新規就農者及び新規就農を希望する者に対し、収入及び家賃の
支援をしています。

など

浪 江町の支援制度

新しい風が吹くまち　
浪江町

なみえまち

さあ 双葉町の
未来をはじめよう

ふたばまち

⑬⑫

▲東日本大震災・原子力災害伝承館と双葉町産業交流センター ▲請戸漁港

公 共施設・商業施設

主 な産業

地 域の特性

震 災前～未来に向けて

特 産品

ふくしま��暮らし 12市町村情報
いちに！

公 共施設・商業施設

主 な産業

地 域の特性

震 災前～未来に向けて

特 産品



おすすめポイント おすすめポイント

葛尾村 飯舘村
【人口】1,273人（2024年１月１日現在）  【面積】84.37㎢

イイタネちゃんしみちゃん

【お問い合わせ】
葛尾村移住・定住支援センター
（一般社団法人 葛尾むらづくり公社）
☎0240-23-7727
ijyu@konnichiwa-katsurao.jp

【人口】4,686人（2024年１月１日現在）  【面積】230.13㎢

【お問い合わせ】
いいたて移住サポートセンター
（までいな家）
☎090-8280-5464
iju@iitatelife.jp

●郵便局・日本郵便··························· 1軒
●警察署・交番 ·································· 1軒
●スーパー・コンビニ······················· 3軒
●医療施設·········································· 2軒
●小学校·············································· 1校
●中学校·············································· 1校
●幼稚園等··········································· 1園

●畜産業　●農業　●林業

水稲、椎茸栽培、繁殖牛、肥育牛、酪
農、養鶏、めん羊、やぎの飼養等が盛ん
に行われています。また、その他の取組
として、産業団地への企業誘致も進んで
います。

●郵便局・日本郵便··························· 3軒
●警察署・交番 ·································· 1軒
●スーパー・コンビニ······················· 1軒
●医療施設·········································· 1軒
●義務教育学校 ·································· 1校
●認定こども園等 ······························· 1園

●畜産業　●花き　●稲作

生きがい農業（家庭菜園）から本格的な
農業、色鮮やかな花卉栽培。「飯舘牛」
復活に向けて取り組む畜産など、高原な
らではの気候風土を利用した農産業分野
で多くの人が活躍しています。

飯舘村は、福島県の北東に位置し、阿武隈
山系北部の高原に開けた豊かな自然に恵ま
れた美しい村です。総面積230.13㎢の約
75％を山林が占めた地形は比較的なだらか
で、北に真野川、中央に新田川と飯樋川、
南部に比曽川が流れその流域に耕地が開か
れ集落を形成しています。年平均気温は約

10℃、年間降水量1,300㎜前後で高原地帯
独特の冷涼な気候にあります。村のほぼ中
央を通過する県道原町川俣線を利用する
と、南相馬市原町区の中心部までは約30
㎞、福島市までは約40㎞です。

震災を経験して、品物やお金だけでは手に
入らない当たり前の日々の暮らしがいかに
大切であるかということに気付かされまし
た。本当に必要な物を見極め、便利さだけ
を求めすぎない持続可能な暮らし、村民が
精神的に豊かな生活を送ること、お互いさ
まの優しい気持ちで地域のあり方を大切に
する。今まで村が大切にしてきた共助の関

係を再構築すると共に、多くの村民が村づ
くりに参加できる役割・出番づくりを推進
し、人と人、人と地域などの多様なつなが
りが、精神的な豊かさを育めるように取り
組んでいます。

東京から常磐自動車道で約3時間50分
東京駅から東北新幹線で郡山駅まで約１時間20分
郡山駅から磐越東線で船引駅まで約30分
船引駅から福島交通バス（移経由葛尾線）

東京から東北自動車道で約3時間30分
東京から東北新幹線経由で約3時間

凍み餅・羊肉・牛肉・胡蝶蘭・じゅうねん油（エゴマ油）・しいたけ・そば・豆菓子 米・飯舘産黒毛和牛・インゲン・アスパラガス・行者ニンニク・いいたて雪っ娘カボ
チャ・そば・えごま・ブルーベリー・トルコギキョウ・アルストロメリア・リンドウ・
宿根カスミソウ

移住者情報はP14へ→ 移住者情報はP15へ→

一人一人のアイディアが尊重される、
住人主役のむらづくり
●夏季冷涼な気候を活かした農畜産業が盛ん
●村内では移住者も含めたコミュニティ作りを実施中
●少人数ならではの魅力ある教育を掲げ、外国語教育・
ICT教育の充実、海外への修学旅行など各種支援事業
を実施

❶県外から村内へ移住・定住のため住宅を取得した場合、最大
100万円の支援金を支給します。
❷村の定住促進事業として仲人報奨金、結婚祝金、出産祝金を支
給します。
❸村内または、村内からJR船引駅がある田村市方面に運行する路
線バス利用者に定期券等の購入費用の補助を行います。

など

葛 尾村の支援制度

明日が待ち遠しくなるようなわくわくする
たのしいふるさとを目指して進行中
●自然を生かした畜産に力を入れると共に、冷害に強い
高原野菜や、トルコギキョウなどの花き
●都市部にも近接し、仕事、居住環境も安心
●村の人との交流の時間を作ったり、就農体験をプログ
ラムに組み込んだりなど、ソフト事業と組み合わせた
移住体験の枠組みを検討中

❶定住のために空き家を購入された際に、最大200万円を補助し
ています。（他の補助事業との重複利用が不可の場合がありま
す。）飯舘村までお問い合わせください。
❷定住のために空き家を購入後、リフォームする場合等に最大
100万円を補助しています。
❸定住のために住宅を新築された際に、最大500万円を補助して
います。（他の補助事業との重複利用が不可の場合がありま
す。）

など

飯 舘村の支援制度

自然　人　温もりをむすぶ
結いのむら　かつらお

かつらおむら

明日が待ち遠しく
なるような、
わくわくする
楽しいふるさと

いいたてむら

⑮⑭

▲葛尾村中心部 ▲村民の森あいの沢

葛尾村は浜通りの内陸に位置する山間の村
で、面積の約8割を森林が占める自然豊かな
地域です。村の平均気温は約15℃と涼し
く、冬の気温は-10℃を下回る日もありま
す。村の最大の魅力は美しい自然で、五十
人山・日山を始めとした山々・高瀬川渓谷
などでは、桜や紅葉など四季折々の美しい
景色や、星空を見ることができます。ま

た、農林畜産業が盛んで、なかでも酪農・
鶏・羊などが有名です。

震災前は約1,500人が葛尾村で生活してい
ましたが、震災後、帰還困難区域を除く避
難指示が解除されてから５年が経過した現
在、村内で暮らしているのは約400人で、
震災前の約3割です。現在の葛尾村は、学校
や病院、商店等の生活環境も整備され、村
の基幹産業である農林畜産業に加え、産業
団地への企業誘致、また移住・定住の促進

など、村の活性化を図るための新たな取組
も始まり、ひとつひとつ震災前の賑わいと
明るさが戻りつつあります。これからも、
四季の美しい「ふるさとかつらお」の再
生、持続可能な村づくりのため、村一丸と
なって取り組んでいきます。

公 共施設・商業施設

主 な産業

地 域の特性

震 災前～未来に向けて

特 産品

ふくしま��暮らし 12市町村情報
いちに！

公 共施設・商業施設

主 な産業

地 域の特性

震 災前～未来に向けて

特 産品



12市町村への移住・定住促進及び広域連携が効果的な事業や移住施策の支援等を行うため、福島県が2021年7
月1日に設置しました。働きたくなる、チャレンジできる12市町村を共に創ることを通じて福島の復興と創生
を進めます。

福島12市町村への移住を検討される方に対して２種類の支援制度をご案内しています。

福島県外から福島12市町村へと移住した一定の条件を満たす方に対して最大200万円の支援金を交付
します！全国他地域の移住支援金に比べ約2倍の支給額で、移住者の方を応援します。

ふくしま12市町村移住支援センターとは？

ふ
く
し
ま
12
市
町
村
へ
の
移
住
支
援
窓
口
一
覧

< センターの役割 >

< 主な取組 >

支援金制度のご案内

❶福島県12市町村 移住支援金制度

実際に福島12市町村内を訪れ、移住する際に必要な現地調査・現地活動を行った場合に、その交通費
及び現地での宿泊費を補助します。
利用は１年度につき５回まで可能！移住準備の現地調査や物件・仕事探しにぜひご活用ください！

❷ふくしま12市町村移住支援交通費等補助金

広域戦略等 移住支援等 ノウハウ蓄積等

●ふくしま12市町村への移住相談　　●12市町村移住セミナーの開催
●移住体験モニターツアーの開催
●ふくしま12市町村の情報発信 WEBサイト「＃未来　ワーク　ふくしま」
●移住求人情報の掲載

お問い合わせ

詳しくはこちら

詳しくはこちら

ふくしま12市町村移住支援センター
〒979-1111　福島県双葉郡富岡町 小浜553番地2（福島県富岡合同庁舎2階） 
https://mirai-work.life/
移住相談専用電話 0800-800-3305　受付時間 8：30～17：00　※土日祝日・年末年始除く
※本センターは、公益財団法人福島イノベーション・コースト構想推進機構が福島県より受託し運営しています。

●全国の移住に関心を
持つ層への情報発信
●仕事や住まいの情報
提供
●移住体験ツアー等の
企画実施

●市町村、まちづくり
会社、移住希望者の
支援
●12市町村への移住
希望者相談対応
●市町村との連携事業
の実施

●ノウハウの蓄積及び
共有
●全国の先進事例等の
調査・分析

富岡駅

東京電力廃炉資料館

常
磐
線

常
磐
自
動
車
道

さくらモール
とみおか

ハローワーク富岡

双葉警察署

富岡町役場

富岡町文化交流センター
「学びの森」

富岡町総合体育館

ふたば医療センター
附属病院

とみおかアーカイブ
ミュージアム

ふくしま12市町村
移住支援センター

富岡川

南相馬市

川俣町 広野町

楢葉町 富岡町

川内村 大熊町

双葉町 浪江町

葛尾村 飯舘村

田村市
田村市・東京リクルートセンター
� 03-5447-7748　� contact@tamura-ijyu.jp� �

田村サポートセンター
� 050-5526-4583　� contact@tamura-ijyu.jp� �

みなみそうま移住相談窓口「よりみち」
� 0244-26-8518　� info@minamisoma-yorimichi.jp� �

川俣町移住・定住相談支援センター
� 070-4851-6912　� iju@kawamata-gurashi.jp� �

広野暮らし相談窓口「りんくひろの」（広野町　　 
復興企画課）広野町　　 
復興企画課

� 0240-27-1251　� linkhirono@town.hirono.fukushima.jp� �

ならはスタートアップ・プレイス CODOU/コドウ
� 0240-23-6271　� info-codou@narahamirai.com� �

とみおかくらし情報館
� 0240-23-6983　� tomiokaplus@gmail.com� �

川内村移住・定住支援センター（一般社団法人
かわうちラボ）

� 0240-23-7040　� kawauchi.iju@k-labo.or.jp� �

大熊町移住定住支援センター（一般社団法人             
おおくままちづくり公社）

� 0240-23-7103　� ijuteiju@okuma-machizukuri.or.jp� �

一般社団法人ふたばプロジェクト
� 0240-23-7637　� info@futaba-pj.or.jp� �

一般社団法人まちづくりなみえ
� 0240-23-7530　� info@mdnamie.jp� �

葛尾村移住・定住支援センター（　一般社団法人　 
葛尾むらづくり公社）

� 0240-23-7727　� ijyu@konnichiwa-katsurao.jp� �

いいたて移住サポートセンター（までいな家）
� 090-8280-5464　� iju@iitatelife.jp� �

体験する

住む

働く

サポートする

ふくしま12市町村の
“いま”を知る機会が
たくさんあります
各市町村やセンターが主催する移住セミ
ナー、体験ツアーを定期的に開催！

就職はもちろん
起業や農業への
チャレンジも応援
新しいチャレンジを「働く」から応援し
ます。支援のほかにも様々な分野の求人
情報があります。

住まいの悩みを
家賃や改修費の
補助制度で応援
市町村毎に家賃や改修費の補助制度が充
実。移住希望先の制度を確認しよう！

移住をお考えの方を
いろいろな形で
バックアップします
移住検討段階から使える交通費等補助な
ど、移住に関する様々な支援制度があり
ます。

ふくしま��暮らし センター紹介
いちに！

未来ワークふくしま

ふ
くし

ま12
市町村移住ポ

ータルサイト

はじ
めませんか？

新しいこと

移住検討に役立つ情報がたくさん！ 是非一度ご覧ください。

https://mirai-work.life/

福島12市町村の移住ポータルサイト



茨
城
県

　葛
尾
村

埼
玉
県

　飯
舘
村

　私
は
茨
城
県
牛
久
市
出
身
で
す
。

京
都
の
大
学
・
大
学
院
修
士
課
程
に

進
学
し
、
美
術
を
学
び
ま
し
た
。
卒

業
後
は
茨
城
県
に
戻
り
、
中
学
校
で

４
年
、
高
校
で
４
年
、
計
８
年
美
術

教
員
を
務
め
ま
し
た
。

　２
０
１
９
年
に
退
職
し
、
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
活
動
に
専
念
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
を
回
っ
て
い
る
と
き
に
新
型
コ
ロ

ナ
の
流
行
が
始
ま
り
、
２
０
２
０
年

３
月
に
帰
国
し
ま
し
た
。
実
家
で
の

ん
び
り
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
西
会
津

国
際
芸
術
村
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
矢
部

佳
宏
さ
ん
か
ら
葛
尾
村
の
葛
力
創
造

舎
を
紹
介
さ
れ
、
１
ヵ
月
半
こ
こ
に

住
ん
で
大
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
を
受

け
入
れ
る
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
ま
し

た
。
そ
の
後
は
茨
城
に
戻
っ
た
の
で

す
が
、
２
０
２
１
年
度
か
ら
葛
尾
村

で
始
ま
っ
た
「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
移

住
・
定
住
促
進
事
業
」
の
た
め
、

K
atsurao C

ollective

を
立
ち
上

げ
、
活
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
当
初
は
茨
城
と
行
き
来
し
て
い

ま
し
た
が
、
２
０
２
２
年
４
月
に
葛

尾
村
に
移
住
し
ま
し
た
。

　前
述
の
事
業
で
は
、
多
彩
な
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
に
葛
尾
村
に
１
カ
月
間
滞

在
し
て
創
作
活
動
を
し
て
い
た
だ

き
、
彼
ら
が
独
自
の
視
点
で
見
つ
け

た
村
の
お
も
し
ろ
い
も
の
や
魅
力
を

村
外
に
発
信
し
て
い
ま
す
。
私
は
地

域
に
眠
る
素
材
を
探
し
、
そ
れ
を

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
使
っ
て
い
た
だ
い

て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
く
と
い
う

業
務
を
主
に
担
当
し
て
い
ま
す
。

　葛
尾
村
に
移
住
し
て
感
じ
た
の

は
、
村
の
人
が
み
ん
な
や
さ
し
い
こ

と
で
す
。
野
菜
を
も
ら
っ
た
り
、
お

宅
に
遊
び
に
行
っ
た
り
、
本
当
に
よ

く
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
村
中

に
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
が
い
る
感

じ
で
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

　た
い
て
い
の
も
の
は
自
分
で
作
れ

る
人
が
多
い
の
で
、
何
か
に
困
っ
た

と
き
も
２
、
３
人
介
せ
ば
ど
う
に
か

な
る
ん
で
す
（
笑
）。
そ
う
い
う

〝
生
き
る
力
〞
が
か
っ
こ
い
い
で
す

し
、
村
の
人
の
自
然
に
合
わ
せ
た
生

活
の
時
間
軸
が
美
し
い
の
で
、
お
手

本
に
し
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　集
合
住
宅
で
は
な
く
一
軒
家
を
探

し
て
い
た
の
で
す
が
、
空
き
家
が
な

く
て
大
変
で
し
た
。
買
い
物
は
車
が

あ
る
し
不
便
と
は
思
い
ま
せ
ん
ね
。

　今
は
築
40
年
以
上
の
民
家
を
借
り

て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、
ギ
ャ
ラ

リ
ー
と
カ
フ
ェ
を
つ
く
る
準
備
を
し

て
い
ま
す
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ッ
チ
ン

と
し
て
貸
す
な
ど
実
験
の
場
と
し
て

使
い
、
村
内
外
の
人
が
つ
な
が
る
拠

点
に
な
れ
た
ら
い
い
で
す
ね
。
葛
尾

村
に
は
小
さ
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
で
き

る
余
白
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
藁

を
な
う
、
漬
け
物
や
凍
み
餅
を
作
る

な
ど
生
活
の
中
に
多
く
の
素
材
が

眠
っ
て
い
て
、
ア
イ
デ
ア
を
出
せ
ば

み
ん
な
が
協
力
し
て
く
れ
る
の
で
お

も
し
ろ
い
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
。

　移
住
前
は
都
内
の
梱
包
資
材
メ
ー

カ
ー
で
営
業
を
し
て
い
ま
し
た
。
首

都
圏
で
は
商
業
系
・
工
業
系
の
資
材

が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
後
、

仙
台
市
に
転
勤
し
て
農
業
系
の
資
材

を
中
心
に
扱
う
よ
う
に
な
り
、
そ
こ

で
初
め
て
農
業
に
触
れ
ま
し
た
。

　２
年
後
に
都
内
の
本
社
に
戻
っ
た

こ
ろ
、
独
立
し
て
何
か
新
し
い
こ
と

を
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
選
択
肢
の
一
つ
に
農
業
が

あ
り
ま
し
た
が
、
特
に
農
業
に
思
い

入
れ
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
ん
で

す
（
笑
）。
仙
台
時
代
の
お
客
様
に

飯
舘
村
で
花
卉
栽
培
や
農
業
全
般
の

指
導
を
し
て
い
る
方
が
い
て
、
相
談

し
た
ら
「
補
助
金
も
あ
る
か
ら
未
経

験
で
始
め
る
に
は
い
い
の
で
は
」
と

ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
、
何
度
か
飯
舘
村

に
通
っ
て
環
境
な
ど
を
確
認
し
て
移

住
を
決
め
ま
し
た
。
移
住
者
に
人
気

の
場
所
よ
り
限
界
集
落
の
よ
う
な
厳

し
い
土
地
の
ほ
う
が
40
歳
を
超
え
て

脱
サ
ラ
を
し
た
僕
で
も
若
手
と
し
て

大
切
に
し
て
も
ら
え
る
の
で
は
と
い

う
思
い
が
あ
り
、
そ
れ
が
決
め
手
と

な
っ
た
部
分
も
あ
り
ま
す
。

　移
住
し
て
か
ら
半
年
は
、
た
だ
で

イ
ベ
ン
ト
や
農
家
さ
ん
の
手
伝
い
な

ど
を
し
て
人
脈
作
り
を
し
ま
し
た
。

花
卉
栽
培
の
研
修
は
一
切
受
け
ず
、

ト
ラ
ク
タ
ー
の
使
い
方
を
一
度
教
え

て
も
ら
い
、
あ
と
は
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

を
見
て
独
学
し
ま
し
た
。
翌
年
ハ
ウ

ス
５
棟
を
建
て
た
ら
１
カ
月
後
に
突

風
で
全
壊
（
笑
）。
強
度
を
上
げ
て

ま
た
建
て
直
し
、
今
は
５
棟
の
ハ
ウ

ス
で
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
を
栽
培
し
て

い
ま
す
。
手
を
か
け
れ
ば
か
け
る
ほ

ど
良
い
も
の
が
で
き
、
評
価
も
さ
れ

る
の
で
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
ね
。

　飯
舘
村
に
移
住
し
て
感
じ
た
の

は
、
良
い
意
味
で
も
悪
い
意
味
で
も

人
間
関
係
が
近
い
な
と
い
う
こ
と
で

す
。
月
に
数
回
は
近
所
の
お
宅
で
ご

飯
を
食
べ
た
り
、
移
住
者
同
士
の
交

流
も
あ
り
ま
す
。
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ

を
栽
培
し
て
い
る
村
の
方
に
わ
か
ら

な
い
こ
と
を
聞
き
に
行
け
ば
教
え
て

く
れ
ま
す
し
、
心
配
し
て
見
に
来
て

く
れ
た
り
協
力
し
て
く
れ
た
り
、
す

ご
く
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。

　こ
こ
で
の
生
活
で
苦
労
や
不
便
を

感
じ
る
こ
と
は
特
に
な
い
で
す
ね
。

車
で
20
分
ほ
ど
で
川
俣
町
に
買
い
物

に
行
け
ま
す
し
、
仙
台
に
も
約
１
時

間
半
で
遊
び
に
行
け
ま
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
の
荷
物
も
翌
日
に

着
く
の
で
都
内
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　昨
年
か
ら
原
発
事
故
の
影
響
で
手

付
か
ず
に
な
っ
て
い
る
山
の
所
有
者

の
方
の
許
可
を
得
て
木
の
枝
や
蔓
、

落
ち
葉
な
ど
を
採
集
し
、
放
射
線
量

を
測
っ
た
う
え
で
「
あ
ぶ
く
ま
の
草

木
」
と
し
て
販
売
す
る
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
山
の
資
源
を
利
用
し
た

別
の
事
業
も
新
た
に
始
め
ま
し
た

し
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
は
都
会
よ

り
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今

は
充
実
し
て
い
て
楽
し
い
で
す
よ
。

職業：アーティスト
　　　兼Katsurao Collective
　　　メンバー
移住：2022年４月

大山 里奈さん（39）
カツラオコレクティブ

職業：花卉農家
移住：2020年５月

小原 健太さん（20）
かき

職業：花卉農家
移住：2020年５月

小原 健太さん（45）
かき

おばら

ふくしま��暮らし移住者インタビュー
いちに！

花
卉
栽
培
は
ほ
ぼ
独
学
で
す

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
は

都
会
よ
り
も
多
い
で
す
よ

葛
尾
村
は
素
材
の
宝
庫

小
さ
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
で
き
る

余
白
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

村の素材を使ったワークショップは葛尾中学校校舎で行う

村の人のように、自然に合わせた生活をしたいと話す

村
に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を

受
け
入
れ
る
事
業
の

メ
ン
バ
ー
と
し
て
移
住

移住した
キッカケ

村
の
人
た
ち
が
や
さ
し
く

〝
生
き
る
力
〞
や
自
然
に

合
わ
せ
た
生
活
も
美
し
い

空
き
家
探
し
に
苦
労

現
在
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
＆

カ
フ
ェ
を
つ
く
る
準
備
中

準備中のギャラリー＆カフェで。できればもう一軒借りて、自身の作品を制作するアトリエをつくりたいそう「ここでは40代の僕も若手です」と笑う小原さん。トルコギキョウのハウスのそばでコニファーも栽培している

苦労した点

移住した
感想は？

40
代
の
僕
で
も
若
手
と
し
て

大
切
に
し
て
も
ら
え
そ
う

と
い
う
思
い
が
決
め
手
に

移住した
キッカケ

良
く
も
悪
く
も
人
間
関
係
が

近
く
、
村
民
の
方
と
も

移
住
者
同
士
も
交
流
が
多
い

苦
労
や
不
便
は
特
に
な
し

山
の
資
源
を
生
か
し
た

新
た
な
事
業
も
始
め
て
充
実

苦労した点

移住した
感想は？

ほぼ独学ながら５棟のハウスでトルコギキョウを栽培

花卉栽培のほかに山の資源を生かした事業も手がける
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岐
阜
県

　双
葉
町

神
奈
川
県

　浪
江
町

　岐
阜
県
安
八
町
の
高
校
を
卒
業
し

た
後
、
町
内
に
本
社
が
あ
る
浅
野
撚

糸
株
式
会
社
に
入
社
し
ま
し
た
。
面

接
の
段
階
で
双
葉
町
へ
の
出
向
の
お

話
が
あ
り
、
２
０
２
３
年
４
月
の

「
フ
タ
バ
ス
ー
パ
ー
ゼ
ロ
ミ
ル
」
オ
ー

プ
ン
に
伴
っ
て
移
住
し
ま
し
た
。

　実
は
面
接
の
と
き
ま
で
双
葉
町
の

こ
と
は
名
前
も
知
ら
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
異
動
の
お
話
を
い
た
だ
い
た

と
き
は
「
お
も
し
ろ
そ
う
だ
な
」
と

思
い
ま
し
た
。
同
世
代
で
は
で
き
な

い
体
験
が
で
き
そ
う
だ
し
、
ず
っ
と

親
元
を
離
れ
て
一
人
暮
ら
し
を
し
て

み
た
か
っ
た
の
で
、
冒
険
で
き
て
楽

し
そ
う
だ
な
と
思
っ
た
ん
で
す
。

　友
達
に
も
双
葉
町
の
こ
と
を
知
っ

て
い
る
人
は
い
な
く
て
、
み
ん
な

「
福
島
県
っ
て
ど
こ
に
あ
る
の
？
」

と
い
う
感
じ
で
し
た
ね
。
両
親
は
原

発
事
故
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
と
思

い
ま
す
が
、「
行
っ
て
お
い
で
」
と

背
中
を
押
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　移
住
前
か
ら
「
何
も
な
い
よ
」
と

は
聞
い
て
い
た
の
で
す
が
、
来
て
み

た
ら
本
当
に
何
も
な
く
て
（
笑
）。

街
灯
も
少
な
く
、
お
店
も
な
い
の
で

夜
は
真
っ
暗
。「
こ
こ
で
住
ん
で
い

け
る
の
か
な
」
と
正
直
不
安
に
な
り

ま
し
た
ね
。
そ
の
う
ち
慣
れ
て
夜
に

散
歩
す
る
よ
う
に
な
り
、
す
ご
く
き

れ
い
な
星
空
に
感
動
し
ま
し
た
。

　職
場
で
は
事
務
や
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
の
ほ
か
、
見
学
ツ
ア
ー
で
い
ら
っ

し
ゃ
る
お
客
様
の
ア
テ
ン
ダ
ー
も
務

め
て
い
ま
す
。
町
民
の
方
と
お
話
を

す
る
機
会
も
あ
り
、「
双
葉
町
に
来

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
お

言
葉
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
う
し
た
声
を
聞
い
て
自
分
の

仕
事
に
や
り
が
い
を
感
じ
、
双
葉
町

が
復
興
し
て
い
く
と
こ
ろ
を
見
た
い

な
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　私
は
食
べ
る
こ
と
が
大
好
き
な
の

で
す
が
、
こ
こ
は
海
鮮
が
お
い
し
す

ぎ
ま
す
ね
。
浜
焼
き
を
し
た
り
お
寿

司
を
食
べ
た
り
、
つ
い
食
べ
過
ぎ
て

し
ま
い
ま
す
。
福
島
市
の
農
家
の
お

客
様
か
ら
桃
を
た
く
さ
ん
い
た
だ

き
、
福
島
の
方
が
好
き
だ
と
い
う
硬

い
桃
に
ハ
マ
ッ
て
、
熟
し
た
桃
が
食

べ
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
（
笑
）。

　私
は
自
炊
派
な
の
で
す
が
、
双
葉

町
に
は
ス
ー
パ
ー
が
な
い
の
で
本
当

に
困
り
ま
し
た
。
仕
事
が
終
わ
っ
て

か
ら
隣
の
浪
江
町
の
ス
ー
パ
ー
に
行

く
と
野
菜
や
お
肉
が
売
り
切
れ
て
い

る
の
で
、
土
日
に
南
相
馬
市
ま
で

行
っ
て
大
量
に
買
っ
て
き
て
い
ま
し

た
。　ま

た
、
移
住
者
同
士
の
交
流
も
あ

り
ま
す
が
、
私
自
身
が
内
気
な
の
と

同
世
代
が
い
な
い
の
で
、
友
達
と
呼

べ
る
人
は
ま
だ
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

そ
こ
が
ち
ょ
っ
と
寂
し
い
で
す
ね
。

　今
後
は
職
場
に
入
社
し
て
く
る
後

輩
を
ち
ゃ
ん
と
指
導
で
き
る
よ
う
に

な
り
た
い
で
す
し
、
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
も
も
っ
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　出
身
は
東
京
都
で
す
。
新
卒
で
関

西
に
本
社
が
あ
る
飲
食
チ
ェ
ー
ン
会

社
に
入
社
し
、
人
事
を
担
当
。
震
災

後
、
宮
城
県
の
石
巻
や
女
川
、
気
仙

沼
の
高
校
を
訪
れ
た
と
き
に
見
た
光

景
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
い
つ
か
何
か
を

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　僕
は
「
も
も
い
ろ
ク
ロ
ー
バ
ー

Ｚ
」
が
好
き
で
、
メ
ン
バ
ー
の
一
人

が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
ご
当
地
ア
イ

ド
ル
「
浪
江
女
子
発
組
合
」
の
イ
ベ

ン
ト
を
見
に
２
０
２
０
年
１
月
、
初

め
て
浪
江
町
に
来
ま
し
た
。
そ
の
後

も
何
度
か
訪
れ
、
２
０
２
２
年
４
月

に
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
で
も
も
ク
ロ
の
ラ

イ
ブ
が
開
催
さ
れ
た
際
は
浪
江
町
に

４
日
間
宿
泊
。
そ
の
と
き
に
町
の
人

た
ち
の
温
か
さ
や
前
向
き
な
姿
勢
に

触
れ
、
移
住
を
考
え
始
め
ま
し
た
。

　そ
の
頃
は
東
京
の
ウ
ェ
ブ
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
に
勤
め
て
い
た
の

で
す
が
、
幸
い
僕
の
仕
事
は
リ
モ
ー

ト
で
も
で
き
る
の
で
、
環
境
整
備
な

ど
の
準
備
を
し
た
う
え
で
役
員
に
相

談
。
実
は
そ
の
直
前
に
浪
江
町
で
物

件
の
仮
契
約
を
し
て
お
り
（
笑
）、

そ
の
こ
と
も
伝
え
た
ら
「
早
く
決
め

た
ほ
う
が
い
い
で
し
ょ
」
と
３
日
後

に
了
承
し
て
く
だ
さ
っ
た
ん
で
す
。

理
解
あ
る
会
社
の
お
か
げ
で
、
退
職

せ
ず
に
移
住
で
き
ま
し
た
。

　今
は
自
宅
や
町
内
の
コ
ワ
ー
キ
ン

グ
ス
ペ
ー
ス
で
、
フ
ル
リ
モ
ー
ト
で

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
上
司
の
配
慮

で
毎
日
の
よ
う
に
ビ
デ
オ
会
議
で
打

ち
合
わ
せ
と
い
う
名
の
雑
談
を
す
る

の
で
（
笑
）、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
面
も
特
に
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

　浪
江
町
は
、
人
と
人
の
触
れ
合
い

が
深
く
て
密
な
と
こ
ろ
が
僕
は
好
き

で
す
ね
。
町
民
も
移
住
者
も
関
係
な

く
ワ
イ
ワ
イ
や
る
の
が
楽
し
い
で
す

し
、
人
が
集
ま
る
と
「
何
か
や
ろ
う

ぜ
」
と
い
う
機
運
が
高
ま
り
、
実
際

に
い
ろ
い
ろ
な
活
動
に
つ
な
が
っ
て

い
き
ま
す
。
例
え
ば
通
り
沿
い
の
空

き
地
を
借
り
て
百
人
分
作
れ
る
鍋
で

し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
を
し
て
、
通
り
か

か
っ
た
人
を
誘
っ
て
食
べ
る
「
ゲ
リ

ラ
で
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
」
と
か
（
笑
）。

み
な
さ
ん
、
楽
し
ん
で
参
加
し
て
く

れ
る
の
で
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

　浪
江
町
で
の
生
活
で
苦
労
や
不
便

を
感
じ
る
こ
と
は
な
い
で
す
ね
。
僕

は
運
転
免
許
も
車
も
な
い
の
で
町
内

の
ス
ー
パ
ー
ま
で
片
道
30
分
か
け
て

歩
く
の
で
す
が
、
こ
こ
で
は
歩
く
人

間
が
珍
し
い
の
で
（
笑
）
よ
く
声
を

か
け
ら
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。
　

　直
近
の
目
標
は
、
震
災
で
途
絶
え

て
し
ま
っ
た
神
事
「
裸
参
り
」
を
復

活
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
２
０
２
３
年

夏
に
「
城
攻
め
」
と
称
し
て
、
そ
の

中
継
地
点
で
あ
る
権
現
堂
城
跡
周
辺

を
有
志
で
清
掃
し
ま
し
た
。
昔
か
ら

の
神
事
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
で
、
今

も
避
難
先
で
生
活
し
て
い
る
方
が
浪

江
町
を
訪
れ
、
今
の
町
を
知
る
き
っ

か
け
に
な
っ
た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
。

職業：浅野撚糸株式会社
　　　双葉事業所　社員
移住：2023年３月

子安 結愛華さん（20）千頭 数也さん（36）
職業：ITエンジニア

移住：2022年10月

ゆうかこやすかずやちかみ

ふくしま��暮らし移住者インタビュー
いちに！

「
来
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」

と
い
う
町
民
の
方
の
言
葉
に

や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す

料理やお菓子作りが趣味で、食事は自炊しているそう

県内外から来る施設見学ツアーのアテンドを務める

本
社
か
ら
の
出
向
で
移
住

同
世
代
に
で
き
な
い
体
験
と

一
人
暮
ら
し
に
ワ
ク
ワ
ク

移住した
キッカケ

町
民
の
方
の
声
に
や
り
が
い

き
れ
い
な
星
空
や

お
い
し
い
海
鮮
も
魅
力

町
内
に
ス
ー
パ
ー
が
な
く

自
炊
派
に
は
不
便

同
世
代
の
友
達
も
欲
し
い

特許技術撚糸「SUPER ZERO®」の工場やショップ、カフェがあるフタバスーパーゼロミルで笑顔を見せる子安さん町内のお気に入りスポットの一つ「浜通り地域デザインセンターなみえ」でリモートワークをする千頭さん

会
社
に
在
籍
し
た
ま
ま
移
住

町
民
も
移
住
者
も
一
緒
に

楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す

苦労した点

移住した
感想は？

町内外の多くのイベントに参加。運営側に回ることもある

町民・移住者問わず友人が多く、浪江ライフを満喫中

ア
イ
ド
ル
の
ラ
イ
ブ
の
際
に

町
の
人
の
温
か
さ
に
触
れ

リ
モ
ー
ト
勤
務
に
変
更

移住した
キッカケ

人
と
人
の
関
係
が
深
く
て
密

町
民
も
移
住
者
も
一
緒
に

ワ
イ
ワ
イ
や
る
の
が
楽
し
い

苦
労
も
不
便
も
特
に
な
し

震
災
で
途
絶
え
た
神
事
の

復
活
が
直
近
の
目
標

苦労した点

移住した
感想は？

あ
ん
ぱ
ち
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北
海
道

　大
熊
町

千
葉
県

　川
内
村

　私
は
北
海
道
旭
川
市
の
出
身
で

す
。
札
幌
の
大
学
で
情
報
科
学
を
専

攻
し
、
大
学
院
の
生
体
情
報
工
学

コ
ー
ス
修
士
課
程
に
進
み
ま
し
た
。

　就
職
に
つ
い
て
悩
ん
で
い
た
際
、

知
人
か
ら
大
熊
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
（
Ｏ
Ｉ
Ｃ
）
を
紹
介
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
知
人
が
、

今
勤
め
て
い
るSpace C

onnect

株

式
会
社
の
代
表
で
す
。
大
熊
町
の
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
ず
、
下
見
に
訪

れ
た
と
き
は
空
き
家
や
原
っ
ぱ
が
多

く
て
寂
し
い
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

で
も
Ｏ
Ｉ
Ｃ
に
入
っ
た
ら
す
ご
く
活

気
が
あ
り
、
若
い
方
も
多
く
て
フ
レ

ン
ド
リ
ー
だ
っ
た
の
で
「
楽
し
そ
う

な
場
所
だ
な
」
と
感
じ
た
ん
で
す
。

原
発
事
故
に
つ
い
て
は
最
初
少
し
心

配
で
し
た
が
、
放
射
線
量
が
基
準
値

を
下
回
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
抵

抗
感
が
な
く
な
り
、
こ
こ
で
な
ら
そ

れ
ほ
ど
お
金
を
か
け
ず
に
生
活
で
き

そ
う
だ
な
と
い
う
思
い
も
あ
っ
て

（
笑
）
移
住
を
決
め
ま
し
た
。

　Space Connect

は
、
宇
宙
産
業

の
人
材
紹
介
や
ウ
ェ
ブ
メ
デ
ィ
ア
の

運
営
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
福
島
県

や
茨
城
県
に
は
宇
宙
関
連
企
業
が
多

く
、
私
の
移
住
後
に
拠
点
と
し
て
Ｏ

Ｉ
Ｃ
に
入
居
し
た
の
で
入
社
し
ま
し

た
。
私
は
主
に
メ
デ
ィ
ア
を
担
当

し
、
宇
宙
産
業
に
関
す
る
記
事
を
書

い
て
発
信
し
て
い
ま
す
。
Ｏ
Ｉ
Ｃ
の

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
は
広
報
業
務
と
支

援
業
務
を
担
当
。
広
報
で
は
入
居
企

業
の
取
材
記
事
を
書
い
て
い
ま
す
。

　大
熊
町
は
、
町
民
も
移
住
者
も
面

倒
見
の
よ
い
方
が
多
い
で
す
ね
。
車

が
な
か
っ
た
こ
ろ
は
買
い
物
に
連
れ

て
行
っ
て
く
れ
た
り
、
ア
パ
ー
ト
に

ゴ
キ
ブ
リ
が
出
た
と
き
に
助
け
て
く

れ
た
り
し
ま
し
た
（
笑
）。

　交
流
人
口
を
増
や
そ
う
と
町
や
民

間
事
業
者
、
個
人
が
行
う
イ
ベ
ン
ト

や
お
祭
り
が
多
い
こ
と
も
魅
力
で

す
。
毎
月
１
回
、
あ
る
ア
パ
ー
ト
の

駐
車
場
で
町
内
外
か
ら
い
ろ
い
ろ
な

人
が
集
ま
る
食
事
会
が
行
わ
れ
て
い

て
私
も
よ
く
参
加
し
て
い
ま
す
。
町

民
の
方
も
移
住
者
も
、
大
熊
町
を
盛

り
上
げ
よ
う
と
い
う
思
い
で
活
動
し

て
い
る
方
が
多
い
な
と
感
じ
ま
す
。

　私
は
虫
が
大
嫌
い
な
の
で
、
苦
労

し
た
の
は
虫
だ
け
で
す
。
そ
れ
さ
え

な
け
れ
ば
住
み
や
す
い
で
す
よ
。
買

い
物
は
、
町
内
の
コ
ン
ビ
ニ
や
隣
の

富
岡
町
の
ス
ー
パ
ー
に
行
き
ま
す
。

健
康
面
を
考
え
な
け
れ
ば
カ
ッ
プ
麺

で
満
足
し
て
し
ま
う
タ
イ
プ
な
の
で

（
笑
）
不
便
は
感
じ
な
い
で
す
ね
。

　今
は
自
分
の
仕
事
を
す
る
の
に
一

杯
一
杯
で
、
あ
ま
り
外
に
目
を
向
け

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、
私
は
こ

の
町
が
好
き
な
の
で
、
自
分
が
こ
こ

に
住
ん
で
仕
事
を
す
る
こ
と
が
大
熊

町
の
た
め
に
な
っ
た
ら
嬉
し
い
で
す

ね
。
復
興
の
た
め
と
か
大
き
な
こ
と

で
は
な
く
、
た
だ
み
ん
な
が
楽
し
く

過
ご
せ
る
よ
う
な
場
所
に
し
て
い
け

た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　東
京
の
大
学
を
卒
業
後
、
大
手
ア

パ
レ
ル
会
社
に
入
社
。
30
年
間
営
業

一
筋
で
勤
め
ま
し
た
が
、
２
０
１
３

年
に
早
期
退
職
し
ま
し
た
。

　初
め
て
川
内
村
に
来
た
の
は
２
０

１
４
年
、
日
帰
り
温
泉
施
設
「
か
わ

う
ち
の
湯
」
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
た
と
き
で
す
。
会
社
員
時
代

の
ラ
グ
ビ
ー
部
の
先
輩
が
復
興
支
援

で
川
内
村
に
来
て
お
り
、「
人
手
が

足
り
な
い
か
ら
手
伝
い
に
来
い
」
と

命
令
さ
れ
て
（
笑
）
半
年
間
ア
ル
バ

イ
ト
を
し
ま
し
た
。
私
は
土
地
の
印

象
＝
人
の
印
象
だ
と
思
っ
て
い
る
ん

で
す
。
川
内
村
の
こ
と
は
ま
っ
た
く

知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
皆
さ
ん

や
さ
し
く
て
本
当
に
よ
く
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
ア
ル
バ
イ
ト
終
了
時
に

は
送
別
会
ま
で
開
い
て
も
ら
い
、
涙

涙
で
す
ご
く
心
に
残
り
ま
し
た
ね
。

　千
葉
県
に
戻
っ
て
か
ら
も
村
の
人

た
ち
と
連
絡
を
取
り
合
っ
て
お
り
、

「
株
式
会
社
あ
ぶ
く
ま
川
内
」
の
前

社
長
か
ら
「
後
継
者
が
い
な
い
か
ら

来
て
く
れ
な
い
か
」
と
誘
わ
れ
、
村

を
盛
り
上
げ
よ
う
と
思
い
２
０
１
６

年
に
移
住
し
て
入
社
。
私
も
家
内
も

首
都
圏
よ
り
地
方
、
海
よ
り
山
が
好

き
な
こ
と
も
決
め
手
で
し
た
。

　現
在
は
株
式
会
社
あ
ぶ
く
ま
川
内

の
代
表
取
締
役
と
「
合
同
会
社
か
わ

う
ち
屋
」
代
表
を
兼
任
。
村
内
の
複

数
の
施
設
を
運
営
し
て
い
る
ほ
か
、

商
品
開
発
も
行
っ
て
い
ま
す
。
前
職

で
は
営
業
の
ほ
か
に
接
客
や
ス
タ
ッ

フ
教
育
も
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
と

き
の
経
験
が
生
き
て
い
ま
す
ね
。

　首
都
圏
で
会
社
勤
め
を
し
て
い
た

と
き
は
往
復
の
通
勤
時
間
に
４
時
間

か
け
て
い
ま
し
た
。
今
は
通
勤
時
間

が
車
で
５
分
。
自
分
の
時
間
が
た
っ

ぷ
り
持
て
て
、
家
内
と
話
す
こ
と
も

増
え
ま
し
た
し
、
愛
犬
の
散
歩
も
朝

夕
１
時
間
ず
つ
で
き
て
い
ま
す
。

　愛
犬
の
散
歩
の
途
中
で
ご
近
所
の

方
か
ら
野
菜
を
た
く
さ
ん
も
ら
う
こ

と
も
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
で
、
散
歩
の
帰

り
な
の
に
ス
ー
パ
ー
の
帰
り
み
た
い

に
な
り
ま
す
（
笑
）。
家
内
が
畑
で

野
菜
を
作
っ
て
い
る
の
で
、
川
内
村

に
来
て
か
ら
野
菜
は
買
う
も
の
で
は

な
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　入
院
や
手
術
が
で
き
る
病
院
が
村

内
に
な
い
の
で
、
一
番
心
配
な
の
は

医
療
体
制
で
す
ね
。
慣
れ
れ
ば
平
気

で
す
が
、
村
内
に
は
コ
ン
ビ
ニ
し
か

な
い
の
で
買
い
物
も
不
便
で
す
。
病

院
や
買
い
物
は
、
隣
の
小
野
町
や
田

村
市
船
引
町
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　直
近
の
目
標
は
、
会
社
を
盛
り
上

げ
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
遠

回
り
に
思
え
て
も
大
学
生
や
周
辺
自

治
体
の
方
た
ち
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
、
村
全
体
を
活
気
づ

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
新
し
い
道

路
や
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
て
い
わ
き

市
や
小
野
町
ま
で
短
時
間
で
行
け
る

よ
う
に
な
り
、
追
い
風
も
吹
い
て
い

ま
す
。
少
し
で
も
川
内
村
が
賑
わ
う

よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
で
す
ね
。

職業：大熊インキュベーションセンター
　　　スタッフ
　　　兼Space Connect株式会社 社員
移住：2023年４月

齋藤 心さん（25） 横山 祐二さん（64）
職業：株式会社あぶくま川内

代表取締役兼合同会社
かわうち屋代表

移住：2016年６月

こころ

ふくしま��暮らし移住者インタビュー
いちに！

こ
の
町
が
好
き
な
の
で

み
ん
な
が
楽
し
く

過
ご
せ
る
場
所
に
し
た
い

毎月１回開かれる食事会。町内外から多くの人が集まる

OICはスタッフも含め若い人が多く活気に満ちている

知
人
に
Ｏ
Ｉ
Ｃ
を
紹
介
さ
れ

若
い
人
た
ち
の
活
気
に

楽
し
そ
う
！
と
感
じ
て
決
意

移住した
キッカケ

面
倒
見
が
よ
い
人
が
多
く

町
民
も
移
住
者
も
一
緒
に

楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
が
多
数

大
嫌
い
な
虫
だ
け
が
難
点

そ
れ
以
外
に
不
便
は
な
く

こ
の
町
で
の
生
活
が
好
き

旧大野小学校を活用した起業支援拠点OICのスタッフ、そして入居企業Space Connect株式会社の社員として働く齋藤さん 株式会社あぶくま川内が運営する「いわなの郷」で。青森市出身なので、川内村の冬は「屁でもない」と笑う

道
路
開
通
な
ど
を
追
い
風
に

村
全
体
を
さ
ら
に
活
気
づ
け

会
社
を
盛
り
上
げ
た
い
で
す
ね

苦労した点

移住した
感想は？

愛犬の散歩中、笑顔を見せる横山さんと奥様の宣代さん

移住のきっかけとなった「かわうちの湯」の運営も担う

半
年
間
の
ア
ル
バ
イ
ト
で

懇
意
に
な
っ
た
人
に
誘
わ
れ

村
内
の
会
社
に
入
社

移住した
キッカケ

通
勤
時
間
は
車
で
５
分

自
分
の
時
間
が
た
っ
ぷ
り
で

家
内
と
話
す
こ
と
も
増
え
た

病
院
や
買
い
物
は
隣
町
へ

道
路
や
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
で

便
利
に
な
る
追
い
風
も

苦労した点

移住した
感想は？
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埼
玉
県

　楢
葉
町

東
京
都

　富
岡
町

　都
内
の
大
学
を
卒
業
後
、
エ
ン
タ

メ
関
連
の
企
業
に
就
職
し
ま
し
た
。

海
外
に
留
学
し
よ
う
と
退
職
し
た
と

こ
ろ
コ
ロ
ナ
で
行
け
な
く
な
り
、
別

の
会
社
に
就
職
し
た
ら
ま
さ
か
の
倒

産
（
笑
）。
す
で
に
30
歳
を
超
え
て

い
た
の
で
転
職
は
難
し
い
か
な
と
思

い
、
自
分
で
事
業
を
起
こ
そ
う
と
考

え
ま
し
た
。
学
童
や
子
ど
も
の
居
場

所
づ
く
り
が
で
き
た
ら
い
い
な
と
い

う
思
い
が
あ
り
、
ち
ょ
う
ど
コ
ロ
ナ

で
芸
人
さ
ん
た
ち
が
舞
台
に
立
つ
機

会
が
な
い
と
き
だ
っ
た
の
で
、「
よ

し
、
芸
人
さ
ん
に
人
前
に
出
る
機
会

も
与
え
ら
れ
る
学
童
を
つ
く
ろ

う
！
」
と
な
り
ま
し
た
。

　コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
い
る

知
人
に
そ
の
こ
と
を
話
し
た
と
こ
ろ

「
楢
葉
町
で
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
つ

く
っ
て
み
れ
ば
？
」
と
誘
わ
れ
、
こ

れ
は
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
っ
て
移
住
し

ま
し
た
。
生
ま
れ
て
か
ら
一
度
も
埼

玉
県
の
実
家
を
出
た
こ
と
が
な
く
、

地
方
の
暮
ら
し
を
経
験
し
て
み
た

か
っ
た
こ
と
も
理
由
の
一
つ
で
す
ね
。

　楢
葉
町
に
移
住
し
た
翌
月
、「
合

同
会
社
オ
ー
ト
ラ
ベ
ス
」
を
設
立
し

ま
し
た
。
現
在
は
楢
葉
町
の
情
報
発

信
な
ど
を
し
つ
つ
、
芸
人
さ
ん
を
呼

ん
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
事
業

を
試
験
的
に
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

芸
人
さ
ん
の
得
意
分
野
を
生
か
し
、

こ
れ
ま
で
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
や

飛
び
出
す
絵
本
づ
く
り
、
レ
ゴ
な
ど

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
プ
を
開
き
ま
し
た
。

子
ど
も
は
も
ち
ろ
ん
、
誰
で
も
無
料

で
参
加
で
き
ま
す
。
芸
人
さ
ん
の
話

術
も
あ
り
、
皆
さ
ん
と
て
も
楽
し
ん

で
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
ね
。

　今
は
仕
事
の
関
係
で
埼
玉
と
楢
葉

町
を
行
き
来
す
る
生
活
を
し
て
い
ま

す
が
、
楢
葉
町
の
人
は
温
か
い
で
す

ね
。
ド
ン
コ
と
い
う
魚
が
い
る
の
で

す
が
、
私
は
知
ら
な
く
て
「
ド
ン

コ
っ
て
な
ん
で
す
か
？
」
と
聞
い
た

ら
翌
日
煮
付
け
に
し
て
持
っ
て
き
て

く
れ
た
り
、「
み
か
ん
食
っ
て
け
」

と
言
っ
て
く
れ
た
り
。
埼
玉
で
は
あ

り
え
な
い
で
す
ね
（
笑
）。「
人
っ
て

こ
ん
な
に
温
か
い
ん
だ
」
と
知
る
こ

と
が
で
き
て
、
楢
葉
町
に
来
て
本
当

に
よ
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。

　楢
葉
町
の
生
活
で
不
便
だ
な
と
思

う
の
は
町
内
に
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
が

な
く
、
車
で
隣
の
富
岡
町
ま
で
行
か

な
い
と
化
粧
水
な
ど
が
買
え
な
い
こ

と
で
す
。
女
性
の
移
住
者
に
来
て
ほ

し
い
な
ら
、
そ
う
い
う
視
点
も
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。
あ
と
私
は
虫
全
般

と
カ
エ
ル
が
大
嫌
い
な
の
で
、
夏
は

か
な
り
つ
ら
い
で
す
ね
（
笑
）。

　私
は
好
奇
心
だ
け
は
旺
盛
な
の

で
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
い
ろ
ん
な
こ

と
を
体
験
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
学
童
や
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど

形
態
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
芸
人
さ
ん
と

一
緒
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
く
こ

と
で
子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
を
広
げ

る
、
お
も
し
ろ
い
場
所
を
つ
く
る
こ

と
が
今
後
の
一
番
の
目
標
で
す
。

　高
校
卒
業
後
、
会
津
大
学
に
進
学

し
て
生
ま
れ
育
っ
た
富
岡
町
を
離
れ

ま
し
た
。
在
学
中
に
東
日
本
大
震
災

と
原
発
事
故
が
発
生
し
、
両
親
は
千

葉
県
に
避
難
。
僕
は
大
学
卒
業
後
、

東
京
で
Ｓ
Ｅ
な
ど
の
仕
事
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
い
つ
か
は
富
岡
町
に
戻

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　大
学
時
代
に
フ
ォ
ト
サ
ー
ク
ル
に

入
っ
て
お
り
、
ま
た
コ
ス
プ
レ
が
趣

味
だ
っ
た
の
で
、
自
分
の
好
き
な
こ

と
を
仕
事
に
し
た
い
と
「
コ
ス
プ
レ

写
真
を
撮
影
で
き
る
フ
ォ
ト
ス
タ
ジ

オ
」
を
つ
く
り
た
い
と
考
え
、
浜
通

り
で
起
業
す
る
若
者
を
支
援
す
る

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
応

募
。
そ
の
事
業
計
画
が
採
択
さ
れ
、

２
０
２
２
年
11
月
に
富
岡
町
に
移
住

し
、
翌
23
年
８
月
に
写
真
館
「
コ
ス

ス
タ
」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
以

前
は
富
岡
町
に
も
写
真
館
が
あ
っ
た

の
で
す
が
、
震
災
で
閉
館
し
た
の

で
、
そ
こ
を
引
き
継
ぎ
た
い
と
い
う

気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
。

　コ
ス
ス
タ
は
「
感
動
を
売
る
写
真

館
」
と
「
な
り
た
い
自
分
に
な
る
」

が
コ
ン
セ
プ
ト
で
す
。
家
族
写
真
な

ど
の
撮
影
も
し
ま
す
が
、
他
の
写
真

館
と
差
別
化
す
る
た
め
に
コ
ス
プ
レ

写
真
と
い
う
ス
パ
イ
ス
を
入
れ
ま
し

た
。お
客
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
き
、

「
あ
り
が
と
う
」
と
感
謝
さ
れ
る
と

嬉
し
く
な
り
ま
す
ね
。

　富
岡
町
に
戻
っ
て
き
て
感
じ
る
の

は
〝
い
い
人
〞
が
多
い
な
と
い
う
こ

と
で
す
。
人
当
た
り
が
い
い
の
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、「
富
岡
を
良
く
し

よ
う
」「
復
興
の
た
め
に
が
ん
ば
ろ

う
」
と
い
う
熱
い
気
持
ち
を
持
っ
た

人
が
多
い
ん
で
す
。
こ
れ
は
震
災
前

は
感
じ
な
か
っ
た
こ
と
で
す
ね
。

　一
方
、
知
り
合
い
が
野
菜
を
く
れ

た
り
す
る
〝
助
け
合
い
の
文
化
〞
は

昔
と
変
わ
ら
ず
に
残
っ
て
い
ま
す
。

人
そ
れ
ぞ
れ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
こ

う
し
た
田
舎
な
ら
で
は
の
人
間
関
係

や
、
時
間
の
流
れ
が
の
ん
び
り
し
て

い
る
感
じ
も
僕
は
好
き
で
す
ね
。
夜

は
星
が
き
れ
い
に
見
え
る
し
、
静
か

で
よ
く
眠
れ
る
し
（
笑
）、
僕
に
は

東
京
よ
り
富
岡
町
の
ほ
う
が
合
っ
て

い
る
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　富
岡
町
内
に
は
耳
鼻
科
や
皮
膚
科

な
ど
は
あ
り
ま
す
が
、
専
門
的
な
病

院
は
い
わ
き
市
な
ど
少
し
遠
く
に
行

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
が
少
し
面

倒
で
す
ね
。
あ
と
僕
は
本
が
好
き
な

の
で
、
町
内
に
本
屋
さ
ん
が
欲
し
い

な
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
今
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
買
え
る
の
で
、
そ

こ
ま
で
不
便
と
は
感
じ
ま
せ
ん
。

　経
営
は
初
め
て
な
の
で
、
写
真
館

で
利
益
を
出
す
の
は
大
変
で
す
。
ま

ず
は
経
営
を
黒
字
に
し
て
、
10
年
は

コ
ス
ス
タ
を
続
け
る
こ
と
が
目
標
で

す
ね
。
ゆ
く
ゆ
く
は
富
岡
町
を
〝
コ

ス
プ
レ
の
聖
地
〞
に
す
る
こ
と
が
夢

で
す
。
コ
ス
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
て
、
多
く
の
方
に
富
岡
町
に
来
て

い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
。

職業：合同会社オートラベス
　　　代表
移住：2022年６月

磯辺 友美さん（34）手塚 純教さん（32）
職業：写真館「コススタ」
　　　経営

移住：2022年11月

ゆみあつのり

ふくしま��暮らし移住者インタビュー
いちに！

タ
レ
ン
ト
さ
ん
と
一
緒
に

子
ど
も
の
可
能
性
を

広
げ
る
場
所
を
つ
く
り
た
い

「埼玉育ちなので海が近くにあることが新鮮」と話す

磯辺さんは大のプロレス好き。町内でイベントも行う

知
人
に
誘
わ
れ
て
楢
葉
町
で

事
業
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を

つ
く
っ
て
み
る
こ
と
に

移住した
キッカケ

楢
葉
町
に
来
て
「
人
っ
て

こ
ん
な
に
温
か
い
ん
だ
」

と
知
る
こ
と
が
で
き
た

車
で
隣
町
ま
で
行
か
な
い
と

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
が
な
く

女
性
に
と
っ
て
不
便
な
面
も

会社がある「ならはスタートアップ・プレイスCODOU」の前で。社名はスペイン語で「もう一回」という意味だそうスタジオでコスプレ写真を撮影する手塚さん。東京都出身の奥様・優香さんともコスプレ繋がりで知り合ったそう

写
真
館
や
イ
ベ
ン
ト
を

通
し
て
富
岡
町
を

〝
コ
ス
プ
レ
の
聖
地
〞
に

苦労した点

移住した
感想は？

今後は家族写真やフォトウェディングにも力を入れていくそう

誰もが持つ変身願望を叶えるお手伝いをしたいと話す

コ
ス
プ
レ
写
真
を
撮
影
す
る

写
真
館
の
事
業
が
採
択
さ
れ

Ｕ
タ
ー
ン
し
て
起
業

移住した
キッカケ

復
興
の
た
め
に
が
ん
ば
る

熱
い
気
持
ち
を
持
っ
た

〝
い
い
人
〞
が
多
い
町

町
内
に
専
門
病
院
が
ほ
し
い

写
真
館
経
営
を
黒
字
に
し
て

10
年
続
け
る
こ
と
が
目
標

苦労した点

移住した
感想は？
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東
京
都

　川
俣
町

い
わ
き
市

　

 

兵
庫
県

　広
野
町

　私
は
川
俣
町
山
木
屋
地
区
の
出
身

で
す
。
仙
台
の
大
学
を
卒
業
後
、
福

島
市
の
製
造
系
企
業
に
就
職
し
ま
し

た
。
両
親
が
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
を
栽

培
し
て
お
り
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
手

伝
わ
さ
れ
て
い
て
嫌
だ
っ
た
の
で

（
笑
）、
も
と
も
と
実
家
を
継
ぐ
気

は
な
か
っ
た
ん
で
す
。
た
だ
就
職

後
、
人
手
不
足
や
家
庭
の
事
情
な
ど

で
実
家
を
手
伝
っ
た
と
き
に
「
が
ん

ば
れ
ば
収
入
と
し
て
結
果
が
出
る

し
、
意
外
と
魅
力
的
だ
な
」
と
感
じ

て
花
の
仕
事
を
や
ろ
う
と
決
心
し
、

23
歳
で
会
社
を
退
職
し
ま
し
た
。

　花
の
知
識
が
ま
っ
た
く
な
か
っ
た

の
で
、
ま
ず
は
東
京
の
市
場
に
研
修

に
行
き
、
流
通
の
勉
強
を
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
４
年
目
の
３
月
に
東

日
本
大
震
災
が
起
き
て
山
木
屋
に
戻

れ
な
く
な
り
、
東
京
に
残
っ
て
市
場

の
競
り
人
と
し
て
販
売
を
勉
強
。
結

果
的
に
７
年
間
東
京
に
い
ま
し
た
。

　う
ち
も
加
わ
っ
て
い
る
花
卉
農
家

の
生
産
者
グ
ル
ー
プ
「
あ
ぶ
く
ま

カ
ッ
ト
フ
ラ
ワ
ー
グ
ル
ー
プ
」
が
２

０
１
３
年
に
山
木
屋
で
試
験
栽
培
を

実
施
。
翌
年
、
避
難
先
か
ら
通
っ
て

の
営
農
活
動
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、

私
も
２
０
１
５
年
４
月
、
30
歳
の
と

き
に
川
俣
町
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　今
は
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
を
メ
イ
ン

と
し
た
花
と
米
な
ど
を
生
産
し
て
い

ま
す
。
山
木
屋
地
区
は
夏
で
も
夜
涼

し
い
の
で
、
花
の
栽
培
に
適
し
て
い

る
ん
で
す
。
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
は
花

の
形
や
色
が
多
彩
で
、
う
ち
で
は
約

50
種
類
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
シ
ー

ン
を
選
ば
ず
使
え
る
の
で
需
要
が
高

く
、
値
崩
れ
し
な
い
の
が
ト
ル
コ
ギ

キ
ョ
ウ
の
特
長
で
す
。
収
入
が
安
定

し
て
い
る
の
と
、
自
分
で
育
て
た
花

が
購
入
し
た
方
に
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
の
が
こ
の
仕
事
の
魅
力
で
す
ね
。

　山
木
屋
地
区
は
阿
武
隈
山
系
の
開

け
た
場
所
に
あ
る
の
で
開
放
感
に
あ

ふ
れ
、
の
び
の
び
で
き
ま
す
。
街
中

に
ス
ー
パ
ー
も
あ
る
の
で
ほ
ど
ほ
ど

に
便
利
で
す
し
、
道
路
や
店
が
混
ん

で
い
な
い
の
で
ス
ト
レ
ス
も
な
い
。

福
島
駅
か
ら
１
時
間
半
く
ら
い
で
東

京
に
行
け
る
し
、〝
ほ
ど
よ
い
田
舎

感
〞
が
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　川
俣
町
に
戻
っ
て
き
て
苦
労
し
た

こ
と
や
不
便
に
感
じ
る
こ
と
は
特
に

な
い
で
す
ね
。
東
京
に
は
飲
食
店
や

遊
ぶ
ス
ポ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
が
、
私
は
た
ま
に
職
場
の
先
輩
と

飲
み
に
行
っ
た
り
休
日
に
釣
り
に
行

く
く
ら
い
で
、
基
本
的
に
職
場
と
自

宅
の
往
復
だ
っ
た
の
で
「
ど
こ
に
い

て
も
同
じ
だ
な
」
と
感
じ
ま
し
た
。

　自
分
か
ら
積
極
的
に
交
流
し
な
い

と
家
族
や
職
場
以
外
の
人
と
の
つ
な

が
り
が
生
ま
れ
な
い
の
は
、
都
会
で

も
田
舎
で
も
同
じ
で
す
。
川
俣
町
に

も
い
ろ
ん
な
人
が
い
ま
す
が
、
移
住

者
を
歓
迎
す
る
柔
軟
な
考
え
の
持
ち

主
も
多
い
の
で
、
そ
う
し
た
人
た
ち

と
つ
な
が
り
を
作
れ
ば
楽
し
い
移
住

生
活
が
送
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　私
は
い
わ
き
市
出
身
で
す
。
子
ど

も
の
頃
か
ら
絵
を
描
く
こ
と
が
好
き

で
、
３
Ｄ
Ｃ
Ｇ
の
ア
ニ
メ
映
画
を
作

り
た
い
と
思
い
、
高
校
卒
業
後
、
神

戸
市
の
専
門
学
校
に
入
学
し
ま
し

た
。
が
、
毎
年
進
化
す
る
技
術
に
付

い
て
い
け
ず
断
念
。
他
の
仕
事
に
就

こ
う
と
考
え
、
自
然
の
中
で
育
っ
た

の
で
農
業
も
い
い
な
と
思
い
、
相
馬

市
の
農
家
さ
ん
で
１
週
間
ア
ル
バ
イ

ト
を
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
い
ろ
い
ろ

な
人
に
出
会
い
、
楽
し
そ
う
だ
な
と

感
じ
て
就
農
を
決
め
ま
し
た
。

　専
門
学
校
卒
業
後
は
北
海
道
の
牧

場
で
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
経
て
、
矢
吹

町
に
あ
る
「
福
島
県
農
業
総
合
セ
ン

タ
ー
農
業
短
期
大
学
校
」
で
１
年
間

長
期
就
農
研
修
を
受
講
。
そ
の
後
、

い
わ
き
市
で
農
地
を
探
し
た
の
で
す

が
見
つ
か
ら
ず
、
お
隣
の
広
野
町
役

場
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
「
有
限

会
社
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
広
野
」
の
芳
賀

吉
幸
社
長
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
り
、

２
年
間
研
修
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
社
長
に
米
づ
く
り
全
般
を

一
か
ら
教
え
て
い
た
だ
き
、
２
０
２

３
年
か
ら
新
規
就
農
す
る
に
あ
た

り
、
田
ん
ぼ
の
近
く
に
住
む
た
め
に

広
野
町
に
移
住
し
ま
し
た
。

　農
業
の
中
で
米
づ
く
り
を
選
ん
だ

理
由
は
、
野
菜
は
家
庭
菜
園
で
も
作

れ
る
け
れ
ど
、
日
本
人
の
主
食
で
あ

る
お
米
は
農
家
さ
ん
に
し
か
作
れ
な

い
の
で
か
っ
こ
い
い
な
と
思
っ
た
か

ら
で
す
（
笑
）。
新
規
就
農
１
年
目

は
社
長
の
田
ん
ぼ
の
一
部
を
借
り

て
、
二
町
歩※

に
「
天
の
つ
ぶ
」
の

飼
料
米
を
メ
イ
ン
に
一
部
コ
シ
ヒ
カ

リ
を
栽
培
し
ま
し
た
。
猛
暑
が
続
い

て
大
変
で
し
た
が
、
な
ん
と
か
例
年

と
同
じ
く
ら
い
収
穫
で
き
ま
し
た
。

　田
ん
ぼ
で
作
業
を
し
て
い
る
と
地

元
の
方
に
声
を
か
け
て
も
ら
う
こ
と

が
多
く
、
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
よ

う
で
嬉
し
い
で
す
ね
。
田
植
え
や
稲

刈
り
の
と
き
に
は
お
手
伝
い
に
来
て

く
れ
ま
す
し
、
小
さ
な
町
な
の
で
み

ん
な
知
り
合
い
と
い
う
か
仲
間
の
よ

う
で
温
か
い
感
じ
が
し
ま
す
。
田
ん

ぼ
と
海
と
山
が
あ
っ
て
落
ち
着
き
ま

す
し
、
夜
は
星
が
す
ご
く
き
れ
い
に

見
え
る
の
も
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　い
わ
き
市
に
比
べ
れ
ば
お
店
が
少

な
い
の
で
、
買
い
物
は
不
便
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、
必
要
最
低
限
の

も
の
を
買
う
お
店
は
あ
る
の
で
、
私

は
全
然
大
丈
夫
で
す
（
笑
）。

　米
づ
く
り
は
天
気
に
も
左
右
さ
れ

る
の
で
大
変
で
す
が
、
自
分
で
作
っ

た
お
米
を
食
べ
た
方
が
「
お
い
し

い
」
と
言
っ
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
で

す
し
、
な
に
よ
り
私
は
自
然
の
中
で

土
を
触
っ
て
い
る
こ
と
が
好
き
な
ん

で
す
。
今
後
は
毎
年
作
付
面
積
を
増

や
し
、
最
終
的
に
は
社
長
の
田
ん
ぼ

を
す
べ
て
引
き
継
ぎ
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
先
も
広
野
町
で
ず
っ

と
農
業
を
し
て
暮
ら
し
、
家
を
持
つ

こ
と
が
私
の
夢
で
す
。
社
長
を
目
標

に
が
ん
ば
り
た
い
で
す
ね
。

職業：花卉農家
移住：2015年４月

廣野 晶彦さん（39）
かき

楠本 みゆきさん（25）
職業：米農家

移住：2022年11月

くすもと

ふくしま��暮らし移住者インタビュー
いちに！

ほ
ど
ほ
ど
に
便
利
な

〝
ほ
ど
よ
い
田
舎
感
〞
が

川
俣
町
の
魅
力
で
す

10棟のハウスで多彩なトルコギキョウを栽培している

冬に種を蒔いて苗を育て、夏から秋にかけて出荷する

震
災
後
、
営
農
活
動
が

認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

山
木
屋
地
区
に
Ｕ
タ
ー
ン

移住した
キッカケ

の
び
の
び
で
き
る
開
放
感
と

ほ
ど
ほ
ど
の
便
利
さ
が
あ
り

ス
ト
レ
ス
と
は
無
縁

苦
労
や
不
便
さ
は
特
に
な
し

積
極
的
に
人
と
交
流
す
れ
ば

楽
し
い
移
住
生
活
が
可
能

消費者に喜んでもらえるトルコギキョウを育てたいと話す廣野さんコンバインのそばで笑顔を見せる楠本さん。トラクターや田植え機の運転・操作も行うかっこいい農業女子だ

米
づ
く
り
は
か
っ
こ
い
い
！

こ
の
町
で
ず
っ
と
農
業
を
続
け

家
を
持
つ
こ
と
が
夢
で
す

苦労した点

移住した
感想は？

絵を描くことや散歩が趣味で、海辺にもよく来るそう

※１町歩=１ha

社長に教わったコンバインの操作も今ではお手のもの

農
地
を
探
し
て
い
た
と
き
に

役
場
に
研
修
先
を
紹
介
さ
れ

新
規
就
農
の
た
め
に
移
住

移住した
キッカケ

声
を
か
け
て
く
れ
た
り

作
業
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
り

町
民
の
方
々
が
温
か
い

必
要
最
低
限
の
お
店
は
あ
り

特
に
不
便
は
感
じ
な
い

こ
こ
で
農
業
を
続
け
た
い

苦労した点

移住した
感想は？

❻❼
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私
は
神
奈
川
県
出
身
で
、
東
京
都

内
で
ア
ジ
ア
ン
ス
イ
ー
ツ
の
チ
ェ
ー

ン
店
な
ど
を
経
営
し
て
い
ま
し
た
。

東
京
は
消
費
者
に
は
近
い
け
れ
ど
、

生
産
者
と
は
遠
い
ん
で
す
ね
。
も
っ

と
生
産
者
に
近
い
場
所
で
仕
事
を
し

た
い
と
以
前
か
ら
思
っ
て
お
り
、
６

次
産
業
化
の
勉
強
を
し
ま
し
た
。

　
そ
の
こ
ろ
共
通
の
友
人
を
介
し

て
、
郡
山
市
西
田
町
出
身
の
橋
本
妙

子
さ
ん
に
会
い
ま
し
た
。
彼
女
は
地

元
の
農
家
さ
ん
の
お
米
で
甘
酒
を
つ

く
る
な
ど
地
域
活
性
化
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
一
緒
に
活
動
し
て
ほ
し
い

と
誘
わ
れ
た
ん
で
す
。
最
初
は
断
っ

た
の
で
す
が
、
元
々
６
次
産
業
化
に

興
味
が
あ
っ
た
の
と
流
れ
に
巻
き
込

ま
れ
て
（
笑
）、
２
０
２
２
年
９
月

に
お
米
と
発
酵
食
品
の
企
画
販
売
会

社
「
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ａ
合
同
会
社
」
を

設
立
。
当
初
は
神
奈
川
県
と
行
き
来

し
て
い
ま
し
た
が
、
扱
っ
て
い
る
商

品
に
ま
だ
馴
染
み
が
少
な
い
玄
米

コ
ー
ヒ
ー
が
あ
り
、
ま
ず
は
知
っ
て

も
ら
お
う
と
、「
カ
フ
ェ
ｎ
ｄ
ａ
焙
」

を
開
く
こ
と
に
。
焙
煎
機
を
購
入
す

る
た
め
補
助
金
が
充
実
し
て
い
る
田

村
市
を
選
び
、
２
０
２
３
年
10
月
の

開
店
に
伴
っ
て
移
住
し
ま
し
た
。

　
福
島
の
お
米
は
お
い
し
い
の
に
、

原
発
事
故
の
影
響
も
あ
り
、
余
っ
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。
そ
こ
で
、
加

工
し
て
付
加
価
値
を
つ
け
て
販
売
し

よ
う
と
考
え
た
の
が
私
た
ち
の
出
発

点
で
す
。
玄
米
コ
ー
ヒ
ー
は
ノ
ン
カ

フ
ェ
イ
ン
で
ミ
ネ
ラ
ル
も
豊
富
に
含

ま
れ
て
お
り
、
米
文
化
の
あ
る
ア
ジ

ア
圏
な
ど
海
外
で
の
展
開
も
期
待
で

き
ま
す
。
そ
う
し
た
戦
略
も
あ
り
、

カ
フ
ェｎ
ｄ
ａ
焙
を
開
店
し
ま
し
た
。

　
東
京
は
建
物
も
人
も
多
く
ご
み
ご

み
し
て
い
ま
す
が
、
田
村
市
は
空
間

が
広
く
気
持
ち
に
ゆ
と
り
が
で
き
ま

す
。
山
か
ら
昇
っ
て
く
る
朝
日
が
き

れ
い
で
す
し
、
休
暇
で
海
外
に
い
る

と
き
に
近
い
と
い
う
と
少
し
大
袈
裟

で
す
が
（
笑
）、
そ
ん
な
気
分
が
味

わ
え
ま
す
。
地
元
の
方
た
ち
も
よ
く

し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
教

え
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
野
菜
や
果

物
、
漬
物
を
く
だ
さ
っ
た
り
、
や
さ

し
く
て
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

　
私
は
お
寿
司
や
お
刺
身
が
好
き
な

の
で
す
が
、
新
鮮
な
お
魚
が
買
え
る

お
店
が
近
く
に
な
く
、
調
味
料
な
ど

の
品
揃
え
も
少
な
い
の
で
物
足
り
な

さ
を
感
じ
ま
す
。
仕
事
が
落
ち
着
い

た
ら
、
お
気
に
入
り
の
お
店
を
探
し

に
出
か
け
た
い
で
す
ね
。
ま
た
、
物

価
や
水
道
光
熱
費
が
意
外
と
高
い
こ

と
も
想
像
と
違
い
ま
し
た
。

　
カ
フ
ェ
ｎ
ｄ
ａ
焙
で
は
漬
物
教
室

や
味
噌
教
室
、
米
粉
パ
ン
教
室
な
ど

も
開
い
て
お
り
、
地
元
の
方
た
ち
が

集
ま
れ
る
場
所
を
つ
く
り
た
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
福
島
の
お

米
や
玄
米
コ
ー
ヒ
ー
を
は
じ
め
と
す

る
加
工
食
品
、
発
酵
食
品
を
こ
こ
か

ら
日
本
全
国
、
さ
ら
に
は
海
外
に
広

げ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
私
は
浪
江
町
出
身
で
、
中
学
校
の

卒
業
式
の
日
に
震
災
で
被
災
。
そ
の

後
避
難
先
を
転
々
と
し
、
い
わ
き
市

で
高
校
生
活
を
送
り
ま
し
た
。

　
教
師
に
な
り
た
く
て
埼
玉
県
の
大

学
に
進
学
し
た
の
で
す
が
、「
自
分

は
教
師
に
向
い
て
い
な
い
か
も
」
と

悩
ん
で
し
ま
っ
て
（
笑
）。
そ
ん
な

と
き
に
川
越
市
の
飲
食
店
で
ア
ル
バ

イ
ト
を
始
め
た
ら
す
ご
く
楽
し
か
っ

た
ん
で
す
。
私
が
師
匠
と
呼
ん
で
い

る
そ
の
お
店
の
オ
ー
ナ
ー
に
「
飲
食

店
に
向
い
て
い
る
」
と
言
わ
れ
た
こ

と
も
あ
り
、
い
つ
か
自
分
で
開
業
し

た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

卒
業
後
そ
の
お
店
に
就
職
し
、
３
年

間
調
理
と
経
営
を
勉
強
。
大
学
の
先

輩
だ
っ
た
夫
は
Ｉ
Ｔ
会
社
に
就
職
し

た
の
で
す
が
、
夫
婦
で
の
開
業
を
見

据
え
て
退
職
し
、
別
の
飲
食
店
で
調

理
の
修
業
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
私
は
元
々
福
島
に
戻
り
た
い
と

思
っ
て
い
て
、
埼
玉
県
出
身
の
夫
も

賛
成
し
て
く
れ
た
の
で
、
私
の
両
親

が
移
住
し
て
い
た
南
相
馬
市
で
開
業

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
幼
い
こ
ろ

か
ら
よ
く
訪
れ
て
い
て
街
の
雰
囲
気

を
知
っ
て
お
り
、
人
口
規
模
が
大
き

い
こ
と
な
ど
も
決
め
手
で
し
た
ね
。

　
Ｊ
Ｒ
原
ノ
町
駅
か
ら
少
し
離
れ
た

空
き
物
件
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、

２
０
２
２
年
３
月
に
和
洋
折
衷
の
創

作
料
理
の
レ
ス
ト
ラ
ン
を
開
業
。
店

名
は
福
島
県
の
方
言
の
「
ま
で
い
」

が
由
来
で
す
。「
丁
寧
に
」「
手
間
暇

か
け
て
」
と
い
う
意
味
で
、
子
ど
も

の
こ
ろ
か
ら
馴
染
み
が
あ
り
、
師
匠

の
教
え
に
通
じ
る
も
の
も
あ
っ
た
の

で
こ
の
名
前
に
し
ま
し
た
。

　
南
相
馬
は
元
々
商
業
の
街
で
助
け

合
い
の
文
化
が
あ
る
ら
し
く
、
す
ご

く
協
力
的
な
方
が
多
い
ん
で
す
。

「
若
い
人
が
が
ん
ば
っ
て
い
る
か
ら

ね
」
み
た
い
な
空
気
感
が
あ
り
、
開

業
前
か
ら
多
く
の
方
に
親
身
に
な
っ

て
助
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
も

お
店
を
宣
伝
し
て
く
れ
た
り
、
常
連

さ
ん
が
野
菜
を
お
裾
分
け
し
て
く
れ

た
り
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
に
感

謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
野
菜
や
魚
介

類
な
ど
、
新
鮮
な
食
材
が
豊
富
な
と

こ
ろ
も
南
相
馬
の
魅
力
で
す
ね
。

　
ま
ず
苦
労
し
た
の
は
、
車
が
な
い

と
何
も
で
き
な
い
こ
と
で
す
。
私
た

ち
は
車
を
持
っ
て
い
な
く
て
、
開
業

半
年
後
に
購
入
し
た
の
で
す
が
、
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
納
車
ま
で
日
数
が
か

か
り
、
し
ば
ら
く
両
親
の
車
を
借
り

て
や
り
過
ご
し
ま
し
た
。
カ
ー
シ
ェ

ア
が
あ
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
や
は

り
車
が
な
い
と
不
便
で
す
ね
。
夫
は

た
ま
に
方
言
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
る
も
の
の
、
そ
の
他
は
特
に
苦
労

は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
川
越
市
の
師
匠
の
お
店
が
昨
年
開

業
20
周
年
を
迎
え
た
の
で
、
私
た
ち

も
20
周
年
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
走

り
続
け
た
い
と
い
う
の
が
目
標
で

す
。
そ
の
た
め
に
地
元
で
長
く
愛
さ

れ
る
お
店
を
目
指
し
た
い
で
す
ね
。

職業：NDANDA合同会社
　　　代表
移住：2023年９月

篠﨑 加奈さん（49）
んだんだ

吉川 未来さん（28）
職業：「Restaurant MADY」
　　　経営

移住：2021年８月

みき

レストラン マディ

ふくしま��暮らし移住者インタビュー
いちに！

福
島
の
お
米
や
加
工
食
品
、

発
酵
食
品
を
こ
こ
か
ら
全
国
、

海
外
に
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
ね

「おいしくて美容と健康にいいものを提供したい」と話す

低農薬・有機栽培の福島県産玄米なども販売

６
次
産
業
化
に
興
味
が
あ
り

友
人
と
一
緒
に
会
社
を
設
立

カ
フ
ェ
開
店
に
あ
た
り
移
住

移住した
キッカケ

東
京
と
違
っ
て
空
間
が
広
く

気
持
ち
に
ゆ
と
り
が
で
き
る

地
元
の
人
た
ち
も
や
さ
し
い

新
鮮
な
魚
や
調
味
料
な
ど

店
の
品
揃
え
が
少
な
く

物
価
も
意
外
と
安
く
な
い

店名は福島県の方言と焙煎をかけたもの。篠﨑さんが調理し、モーニングやランチ、スイーツも提供しているご主人の晃（ひかる）さんと営む「Restaurant MADY」。看板メニューは地元産野菜のバーニャカウダだそう

開
業
20
周
年
を
目
指
し
て

地
元
で
長
く
愛
さ
れ
る

お
店
に
な
り
た
い
で
す
ね

苦労した点

移住した
感想は？

仕込みは二人で行い、営業時間中は晃さんが調理を担う

店名のとおり、丁寧な接客と料理を心がけている

大
学
時
代
の
ア
ル
バ
イ
ト
で

飲
食
店
経
営
が
夢
に
な
り

開
業
す
る
た
め
に
移
住

移住した
キッカケ

協
力
的
な
地
元
の
方
が
多
く

親
身
に
な
り
助
け
て
く
れ
る

新
鮮
・
豊
富
な
食
材
も
魅
力

車
が
な
い
と
買
い
物
に
も

行
け
な
い
こ
と
が
不
便

夫
は
時
々
方
言
に
苦
戦

苦労した点

移住した
感想は？

ん
だ
ば
い

❹❺



　
こ
の
冊
子
に
は
、
12
市
町
村
で
暮

ら
す
20
代
か
ら
60
代
の
先
輩
移
住
者

が
登
場
し
ま
す
。
Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｊ

タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
。
単
身
で
移
住

し
た
人
も
、
ご
夫
婦
や
ご
家
族
で
移

住
し
た
人
も
い
ま
す
。
仕
事
を
通
し

て
地
域
貢
献
を
目
指
す
人
。
不
便
さ

も
含
め
て
田
舎
暮
ら
し
を
楽
し
む

人
。
第
二
の
人
生
を
歩
み
出
し
た

人
。
ま
さ
に
〝
十
二
人
十
二
色
〞
で

す
。
全
員
に
共
通
す
る
の
は
、
前
を

向
い
て
い
る
こ
と
。
そ
れ
ぞ
れ
の
夢

や
目
標
に
向
か
っ
て
、
12
市
町
村
で

生
き
生
き
と
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
に
掲
載
し
た
の
は
、
そ
ん
な

先
輩
移
住
者
が
語
っ
て
く
れ
た
お
話

の
ほ
ん
の
一
部
で
す
。
移
住
の
き
っ

か
け
だ
け
で
も
一
人
ひ
と
り
に
長
く

豊
か
な
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
り
、
そ
し

て
そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
今
も
紡
が
れ

続
け
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
12
市
町

村
を
舞
台
に
、
あ
な
た
自
身
の
ス

ト
ー
リ
ー
を
紡
い
で
み
ま
せ
ん
か
。

　こ
の
冊
子
は
裏
表
両
面
か
ら
読
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
ち
ら
の
面
か
ら
は
、
東

京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故

に
伴
う
避
難
指
示
の
対
象
と
な
っ
た
12
市

町
村
（
下
記
の
地
図
参
照
）
に
移
住
し
、

生
活
す
る
先
輩
移
住
者
を
『
ふ
く
し
ま
12

暮
ら
し
』
と
し
て
紹
介
し
ま
す
。

　先
輩
移
住
者
の
「
あ
り
の
ま
ま
の
声
」

を
お
届
け
す
る
た
め
、
移
住
し
て
苦
労
し

た
こ
と
や
不
便
に
感
じ
る
こ
と
な
ど
マ
イ

ナ
ス
の
側
面
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
良
い

こ
と
も
そ
う
で
な
い
こ
と
も
含
む
「
あ
り

の
ま
ま
の
声
」
を
聞
い
て
、
移
住
後
の
生

活
を
リ
ア
ル
に
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

・TAMURA

・MINAMISOMA

・KAWAMATA

・HIRONO

・NARAHA

・TOMIOKA

・KAWAUCHI

・OKUMA

・FUTABA

・NAMIE

・KATSURAO

・IITATE

南相馬市

飯舘村
川俣町

浪江町
葛尾村

田村市 双葉町

大熊町

富岡町

楢葉町

広野町

川内村

Contents（移住者の声）
田村市／篠﨑 加奈さん･････ P❹
南相馬市／吉川 未来さん･･･ P❺
川俣町／廣野 晶彦さん･････ P❻
広野町／楠本 みゆきさん･･･ P❼
楢葉町／磯辺 友美さん･････ P❽
富岡町／手塚 純教さん･････ P❾
川内村／横山 祐二さん･････ P10
大熊町／齋藤 心さん･･･････ P11
双葉町／子安 結愛華さん･･･ P12
浪江町／千頭 数也さん･････ P13
葛尾村／大山 里奈さん･････ P14
飯舘村／小原 健太さん･････ P15

ふくしま��暮らしとは
いちに！

＼　　　　　　　　の掛け声のように移住を希望する人を応援します／

12
市
町
村
を
舞
台
に
紡
が
れ
る

〝
十
二
人
十
二
色
〞
の
移
住
物
語

いちに！いちに！

❷❸



ふくしま12市町村移住支援センター

ふくしま

いちに！��
暮らし

ふくしま12市町村
移住支援パンフレット

12 livings of Fukushima
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